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雲文学会 1996年度シンポジウム

エキゾティシズム一一一帝国と文学

日時： 1996年12月 6 日 （金）

会場：慶慮義塾大学三田校舎・北新館ホーノレ

司会：巽孝之（慶謄義塾大学文学部教授）

講師：富山太佳夫（成城大学文芸学部教授）

朝吹亮二（慶麿義塾大学法学部助教授）

松村友視（慶磨義塾大学文学部助教授）

司会者序説：巽孝之氏

昨年にはエドワード・サイードが来日しまして，オリエンタリズムに対

しての読み直しが昨今盛んになってきていますが，その一方で、オクシデン

タリズムを探究する研究も少なからず登場し，その根本にひそむエキゾテ

ィシズムの視点そのものが前景化してきた気がします。そこで，司会者の

側から，まず見取図的なイントロダクションをつけさせていただきたいと

思います。

ふつう異国趣味または異国情緒と訳きれるエキゾティシズム

(exoticism）という概念は，少なくとも文学批評理論の枠内における限

り，オリエンタリズムほどには普遍化しておらず，むしろかなりの部分，

オリエンタリズムという準拠枠によって代替されてきたように見えます。

今回のシンポジウムのために，百科事典のたぐいをヲ｜いてみましたとこ

ろ，『エンサイクロペディア・ブリタニカ j や『エンサイクロペディア・

アメリカーナ』では，オリエンタリズムの項目はあっても，エキゾティシ

ズムがきちんと定義づけられていませんでした。いちばん身近なレファラ

ンスとしては，かろうじて平凡社の『大百科事典』がエキゾティシズムの

項目をわずかなスペースで割いているにすぎません。

(123) 



こころみにそこにおける記述を参照してみますと，西欧近代の側では，

17, 18世紀にトルコとの接触によって始まったオリエンタリズムが，やが

て19世紀における絵画や文学のエキゾティシズムに導入されてロマンティ

シズムの勃興を促し，世紀転換期にはポール・ゴーギャンのプリミティヴ

イズムやフ。ッチーニの1904年のオペラ『蝶々夫人J に結実していく過程が

要約されています。一方， 日本においては室町末期から安土桃山期にかけ

て技術的先進性を持つ西欧諸国への素朴な芸術的関心が情緒的関心へ転じ

ていわゆる南蛮趣味をもたらしたこと，また大正時代になると，急速な近

代化の行き詰まりに対応するかのように芥川龍之介らの耽美的な南蛮趣味

が開発されたことが説明きれています。

このように平凡社版は，辞典項目としては必要最小限のかたちできれい

にまとめられていると思いますが，残念ながらこの辞典の項目には，本日

のパネリストである朝吹先生や松村先生のご専門であるシュルレアリスム

との関連や，泉鏡花の問題などは言及きれていません。両先生にはのちほ

ど，このあたりを補っていただきたいと思います。

ところで， OED における多様な例から浮上してくるもっとも顕著な特

質は，エキゾティシズムがむろん語源的にはギリシア語のエクソテイコス

(Exotikos）から派生しながらも， 20世紀中葉のアメリカ英語の文脈で

は，特にストリップティーズすなわちナイトクラブのストリップ・ダンサ

ー特有の性質を指すという意味作用が生じてしまっていることではないで

しょうか。アトム・エゴイヤン監督の1994年の映画『エキゾティカ』は，

ずばり少女ストリップ・ダンサーをめぐる物語です。すなわち，今日，エ

キゾティシズムはエロティシズムに直結する意味作用を発揮してしまう。

その意味で，たとえばポストコロニアリズム時代の今日では，ジョージ・

モッセからアンドリュー・パーカーらに至る理論的展開でも明らかにされ

たように，ナショナリティの問題とセクシュアリティの問題がきわめて複

合的な絡み合いを見せる局面でこそ，エキゾティシズムは再定義きれなく

てはいけないのかもしれません。

それでは今日，なぜエキゾティシズムを軸に，帝国と文学の関係を問い
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直きなくてはならないかといえば，先ほども言及しましたエドワード・サ

イードが1978年に出版した『オリエンタリズム』以来，西欧近代の帝国主

義的視線がいかに非西欧文化を支配しやすいように類型化してきたかとい

う問題が様々に再検討されてきた過程において，これはおそらく富山先生

がご説明して下さると思いますけれども，すでにオリエンタリズムの言説

的準拠枠ではおきまりきらないような諸問題が浮上してきたからではなか

ったでしょうか。そのことは，少なくとも 90年代に入って，たとえば日系

アメリカ人研究者ステファン・タナカ 1993年の『日本内部の東洋j や，ジ

ェイムス・キャリア1994年の『オクシデンタリズムJ，マリリン・アイヴ

ィ 1995年の『消えゆくものの言説J などが相次いで出版され，サイード以

後のオリエンタリズムを根本的に読み換えようという動きが顕在化してい

ることからもわかります。そして，わが国でもあるていどその波を受けた

業績が登場してきている。

こうした経緯をふまえて，最初に便宜上，オリエンタリズム概念の理論

的再吟味という視点から，エキゾティシズムの問題を一応三つの段階に分

けて図式化しておきましょう。

第一に，サイード的オリエンタリズムの名によって西欧近代植民地主義

を代表させ，セクシュアリティとナショナリティの類推を発展させて，ダ

ナ・ハラウェイのょっにオリエンタリズムを人類学から霊長類学にまでお

よぶ帝国主義的視点全体へ敷桁していくこと。

第二に，そうしたオリエンタリズム批判とは裏腹に，そもそも西欧近代

国家のみならず， 日本を含む東洋国家において西欧化・近代化・脱亜入欧

のために積極的なオクシデンタリズムが培われ，その傾向は何よりも東洋

国家内部でオクシデンタリズム的言説を半ば必要悪，半ば通過儀礼として

反復することでのみ助長されるという逆説的な論理があること。つまり，

ここで日本内部のオリエンタリズムは，結果的には近代国家の地政学に参

入するための通過儀礼ということになります。

第三には，まさしくそのように東洋国家内部でオクシデンタリズムと識

別不能になったオリエンタリズムの地平に対し，現在のポストモダン英語
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圏作家が，そもそも洋の東西を問わず，異質なるものへの反発と憧憶がい

ったいどうして生まれてくるのかを文学的王題にし始め，新しいエキゾテ

ィシズムの展開が見られることです。

1. オリエンタリズムのエロティクス

まず第一点に関係するコロニアリズムの文脈から始めれば，もともとオ

リエンタリズムといいますと，今日ではいわゆる欧米からいわゆる東洋を

凝視する態度のように受けとめられていますが， しかし大航海時代には，

ヨーロッパの彼方に横たわるアメリカそのものがオリエンタリズムの対象

になっていました。アメリカというのが16世紀においてどのように表象さ

れていたかをしめすのが，ハンドアウト左上の図です。スペイン系ヨーロ

ッパという「男J に支配されることを待ち望むアメリカという名の「女J

が裸で一一すなわち現代アメリカ英語の用法ではまさしくエキゾティック

なすがたで一一横たわっているのだというのが，アメリカもオリエンタリ

ズムの対象であったことの根拠です。これは，すで、にピーター・ヒューム

らによって引用きれることが多いため，単なるたとえばなしのように聞こ

えるかもしれませんが，前述したように，あらゆる帝国主義的言説空間に

おいてはナショナリティの問題とセクシュアリティの問題がきわめて複合

的に絡み合うんですね。つまり，植民地主義者から見れば，異民族はいわ

ゆる不気味な他者であるけれども， しかしまったく同時にそれを女性的存

在として割り切り性的商品化（エロティサイズ）してしまえば，そうした

対象なら強姦し支配しても構わないという論理が成り立つ。これは当然，

たとえ強姦というかたちであっても，ヘテロセクシュアリティの枠内で考

える限り性的再生産が国家的再生産をもたらすという前提が控えていたか

らですね。

今日，たとえばピューリタン植民地時代のウィリアム・プラットフォー

ドの歴史書『プリマス・プランテーション 1620～ 1647年』（1856年刊行）

をひもといてみますと，このテクストは実はさまざまな性犯罪のエンサイ

クロペディアになっているのがわかるのですが，当時は女性の強姦以上に
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同性愛や獣姦の罪が重かった。しかも，同性愛以上に獣姦のほうが怖れら

れ重罪とみなきれたのは，同性愛とプラットフォードの共同体理論である

男同士の連帯とは内的に関連していた一方，獣の背後には確実にアメリ

カ・インディアンをはじめとする異民族への恐怖が潜んでいたためです。

仮にアメリカがエロティックな女性として表象されたにせよ，その彼女を

いったん強引に支配してしまうと，ひょっとしたらこんどは植民者側が復

讐される虐殺されるかもしれないといっ恐怖があらかじめ腔胎していまし

た。ハンドアウトに載せました裸の女性像であるアメリカは，男の首を手

にぶら下げています。つまりこれは復讐の絵なんですね。植民者側に支配

きれてしまったアメリカがいつか復讐してくるかもしれない， という恐怖

を表しています。しかし，いったん異民族との交わりが生物学的にも宗教

的にもピューリタン共同体のむしろ拡張を表すことがわかってくると，こ

の異民族恐怖と異民族憧憶は極めてアンビパレントな論理を構成するよう

になる。異民族をまったくの他者（エイリアン）として恐怖をふるう視線

と，異民族を性的商品（エロス）として見てその魅力に取り i堅かれていく

視線とが，やがて限りなく弁別不能になってくる。こうした逆説にこそ，

エキゾティシズムの基本的構造があると思いますが，今日問題なのは，そ

れがオリエンタリズムとオキシデンタリズムのあいだでずいぶん錯綜した

関係を示し始めたことでしょう。

とりわけ，エキゾティシズムの言説空間において私たちに興味があるの

は日本そのものとの関わりだと思いますが，たとえばアメリカにおけるジ

ャポニズムということを見てみましょう。世紀転換期のアメリカは，ボス

トン文壇の大御所ウィリアム・ワズワース・ロングフェローの息子チャー

ルズ・ロングフェローの1870年代以来の日本趣味に助長されて，いわゆる

ジャポニズムが勃興期を迎えますけれども，それに伴つキモノ・ブームが

1912年におけるブロードウェイでの『蝶々夫人』上演で決定的になるいき

さつを，児玉実英氏は説明しています。（『アメリカにおけるジャポニズ

ムj 中央公論社， 1995年）。ここで私の方で注釈をつけておきたいのは，

この世紀転換期におけるジャポニズムの背後には日清・日露両戦争によっ
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て培われた黄色人差別，いわゆる黄禍論（イエロー・ぺリル）の形成期が

まったく同時期にあったということです。じっさい，ちょうどこのころ，

マーク・トウェインなどは黄色人種やロシア人への恐怖を真っ向から謡っ

た作品「蝿とロシア人」（1904年）や「黄色い恐怖に関するたとえばなし」

(1905年）を発表しているほどです。ただしもう一方で、は，まさしく世紀

初頭から活躍するエズラ・パウンドのように，唐詩や能への興味を自作に

も応用していくモダニズムの側面も忘れてはなりません。すなわち，異質

なるものが不気味で、あればあるほど，その魅惑のほっもますます増大す

る，あるいは異質なるものにあこがれながらもまさにその対象を心から憎

悪してやまない一一これがエキゾティシズムを広く貫く二律背反論理では

なかったでしょうか。

このことは， とりわけ世紀転換期において，主流文学と通俗文学とを問

わず顕在化してくる構図です。それはアンソニー・イーストホープもいう

ように，ジョゼフ・コンラッド1899年の『閣の奥J とエドガー・ライス・

バローズ1912年の『類人猿ターザンj といっふたつの同時代テクストが，

ともに「マッチョなアフリカ冒険謹にしてヨーロッパ植民地主義的／ダー

ウィニズム的イデオロギーの物語」であったことからも判明します （Lit­

eraη into Cultural Studies, 1991）。『閣の奥J に関しては松村先生や富山

先生から後ほどお話をしていただくことになるかと思いますが，そこで提

起きれた問題が戦後きらにフランシスコ・コッポラの1979年の『地獄の黙

示録J というかたちで映像化きれる。ヴェトナム戦争のみならずそもそも

エキゾティシズムの構造自体がミイラ捕りをミイラにしてしまう泥沼であ

るというアレゴリーが表現きれていくわけですね。

こうした文脈と同時に，先ほども述べましたジャポニズムとの関連で

は，最近にいたるまでひじように面白い現象がありました，『蝶々夫人』

が一種のシンドロームをなしており，様々なかたちで読み換えられていま

す。今世紀初頭における『蝶々夫人』のオリエンタリズムが，世紀末にさ

しかかり中国系アメリカ人監督テρイウホッド・へンリー・ウォンの手で究極

の捻りを加えられ， 1986年には中国人スパイとフランス人政府高官の謀略

(128) 



的ロマンスを扱う『M ・バタフライ j というクイア演劇に結実したこと，

きらに，それと限りなく類関するかたちで、ゥーェトナム系女性映画監督トリ

ン・ T ・ミンハが95年に『愛のお話J を公開し，家族のために自分の純潔

を犠牲にし娼婦となった神話的女性キュウのすがたを国家の運命，ディア

スポラの問題へと重ね合わせたことと合わせて考えると興味深いものがあ

ります。 トリン・ T ・ミンハの映画の中では，自分自身を性的商品化して

いるヴェトナム人の娘が，モデルとして写真を撮られているシーンがあり

ますが，ここで面白いのは写真を撮っているのが黒人とも見える有色人男

性だということです。つまり，これらポスト蝶々夫人とでも呼ぶべき症候

群においては，西欧男性中心主義のオリエンタリズムから見れば，当初こ

そ忌避きれるか性的商品化されるかの側だったアジア系の主体が，こんど

は従来の西欧近代オリエンタリズム戦略を徹底的に学習し模倣したうえで

内部から絶妙にズラしていくといっ，いわばホミ・パーバ流の擬態戦略で

あると同時にもうひとつのオクシデンタリズムでもあるような構造を露呈

きせながら，エキゾティシズ、ムへの本質へと迫っていくのです。

2. オクシデンタリズムのパラドクス

先にエキゾティシズムの特徴第二点に挙げました日本内部のオリエンタ

リズムの必然性について，ふれてみることにしましょっ。たとえば世紀末

アメリカにおいて，ギリシャ系アイルランド人移民作家ラフカディオ・ハ

ーンが， 1870年には人種間結婚の禁止きれているオハイオ州で、黒人女性マ

ッティーとの疑似結婚生活に破れながらも，黒人文化にエキゾティシズム

を感じ， 1877年にニュー・オーリンズへ行きヴートゥー教ゾンビの取材を

し，まさにそのあと 1890年には日本へ赴いて収集した『怪談.］ (1904年）

を中心とする民間伝承の類いが，いまや我が国では誰でも知っている古典

と化しています。つまり，奇しくも前掲トウェインの人種差別的寓話と同

時期に形成されたであろうラフカディオ・ハーン二小泉八雲のオリエンタ

リズムがなかったら，ヴードゥー的ゾンビと日本的幽霊がほとんど切り離

せないほどに結びつくことは困難だったでしょうし，まさしくそうした先
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駆者をもっていなかったとしたら，のちに柳田園男1910年の『遠野物語』

を代表とする民俗学は成立しなかったでしょう。じっさい小泉八雲の随想

「日本人の微笑J (1894年）に対応するかたちて二柳田は『笑いの本願J

(1946年）を書いている。いいかえれば，小泉八雲的オリエンタリズムを

徹底して学習し過剰に擬態した結果，今日のわたしたちが日本人の心の核

心に迫る体系として信じる柳田園男的民俗学はもたらされているのです。

ポストコロニアリズムの現在では，『遠野物語』は単純に柳田の東北民

間伝承への関心を表すのみならず，むしろ日韓併合の同時代における植民

地主義への加担にほかならないとして批判する方向もありますが，しかし

前述したように，もともと小泉八雲的なオリエンタリズムから日本的民俗

学（ネイティヴィスト・エスノロジー）が出発しているとすれば，それが

国家近代化の通過儀礼の一環として， 日本内部におけるもうひとつのオリ

エンタリズムを形成しなくてはならなかったのは，むしろ当然のように感
カンサン

じられます。そして，ふりかえってみれば，ステファン・タナカや美尚

中もいうように，今日わたしたちが「東洋」として認識している概念は，
あとで村松先生からお話があるかと思いますが， じっさいには1880年代に

活躍した徳富蘇峰や白鳥庫吉といった植民地主義者が，西欧型近代国家を

めざす日本的主体が日本以外のアジア諸国を， とりわけ中国に象徴される

過去の歴史を攻略するために編み出した準拠枠に他なりませんでした。こ

の水準においてわたしたちは，これを事実上日本内部のオリエンタリズム

と呼び続けていいものかどうか，はなはだ判定しにくくなってくるので

す。ステファン・タナカの本は， 日本内部のオリエンタリズムを語ってい

るわけですが，オリエンタリズムという枠組すら西欧的近代化の一環とし

て位置づける言説体系は，逆説的ながら正真正銘のオクシデンタリズムに

ほかなりません。和魂洋才といえば聞こえがよくても，一方で、名誉白人と

も侮蔑的に呼ぴ慣わされる主体が日本内部に形成されていたゆえんは，ま

たきにこのような事情に求められるでしょう。

3. エキゾティシズムのアンビヴァレンス
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では，このように錯綜した日本的エキゾティシズムの構造を物語化する

としたら，ポストモダン文学はどのような戦略を選ぶのでしょうか。ここ

で先ほどエキゾティシズムの第三点の特徴としましたエキゾティシズム自

体の問題へと入ります。このようにオリエンタリズムの問題とオクシデン

タリズムの問題が内部でひじように分かちがたくからんでくるとすると，

今日のエキゾティシズムはどんなかたちになるのか。高度資本主義時代に

おけるオリエンタリズムとオクシデンタリズムの積極的な相互交渉に関し

てご説明し，私のイントロダクションを終えたいと存じます。

もともと 19世紀の広告文化において， とりわけ特許医薬品のエキゾティ

シズムは大きな役割を果たしていました。エキゾティックなイメージを持

つ身体によく効く薬というのが爆発的に売れたのですが，今日の日本にお

ける広告産業でその等価物を探るとすれば，やはり JR が電通とタイアッ

プして大々的に行った70年代のキャンペーン「ディスカバー・ジャパン」

(1970年）に引き続き， 80年代にはもうひとつのキャンペーン「エキゾチ

ック・ジャパン」（1984年）が広く浸透したことは見逃せません。じつを

いえば，これはちょうど東北新幹線が開通する頃で，遠野地方の観光ブー

ムも， 82年の野村鍛太郎による映画化『遠野物語』とそれに引き続く「エ

キゾチック・ジャパン」にその多くを負っています。マリリン・アイヴイ

は「消えゆくものの言説』（1995）の中で，かつて「テ、、イスカバー・ジャ

パン」の70年代には安保闘争以後の影響で日本的主体を再発見しようとす

る方向が強かったのが， 80年代を迎えると，アメリカ文化があまりにもあ

たりまえであるような世代にとっては，かえって日本こそが最大の異国に

映る状況が生まれてしまったという経緯を洞察してみせました。今世紀初

頭を初御とさせる主体の危機を迎えた現在，高度資本主義の日本が『遠野

物語J の幽霊たちに体評される「消えゆくものJ へのノスタルジアを覚え

るのは当然ではないかと主張する彼女の議論の説得力は，おそらくレスリ

ー・フィードラーがアメリカ・インディアンを「消えゆくものたち」とみ

なした構図とのアナロジーから来ているのでしょう。

しかし，そのようなアイヴィの見解をふまえながらも私はこんなモデル
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を考えています。かつて19世紀末の日本近代化論者は西欧に学ぶあまり日

本以外のアジア諸国に対して日本内部のオリエンタリズムをふるったわけ

ですが， 20世紀末の高度資本主義者は欧米を脅かすとともに大都市以外の

日本内部諸地方に対してオリエンタリズムをあてはめようとするようにな

ったのではないか， と。こうした発想が「エキゾチック・ジャパン」とい

う広告キャンペーンの根本にあったょっな気がします。つまり，ここで問

題としたいのは日本内部のオリエンタリズムが生まれてくる素地というの

が，オクシデンタリズムの必要条件としてあらかじめ課きれていたという

ことです。

さらに興味深いのは， 日本を最大の異国だと見る視線があるなら，アメ

リカを根本的に日本化して見る視線もありうることです。ここでは， 1950

年生まれのアメリカ新人作家アラン・ブラウンが1996年初頭に発表したデ

ビュー長編『オードリー・へプバーンのうなじJ が参考になるかもしれま

せん。この作品は読んでたいへん面白かったので，今年私はあちこちで話

題にしてきました。著者アラン・ブラウンは日本に造詣の深い人て三一時

慶謄でも教えていたそうなんですが，『オードリー・へプパーンのうなじ』

がたいへん高い評価を得て，ウェイン・ワン監督によって来年は映画化も

されるといいます。

舞台は1988年の東京で，本書の主人公である 1968年北海道生まれの日本

人青年オカモト・トシユキはマンガ家の卵。本書はそんな彼の恋愛遍歴を

物語るものですが，ただし彼の性的趣味は異国趣味と切っても切り離せな

い。そして，その中で日本人内部のオクシデンタリズムともいうべきもの

が鋭くえぐり取られています。というのも， トシは 9 歳のとき，映画『ロ

ーマの休日』を観て以来，オードリ・へプパーンのフなじに魅了されてし

まったからです。その結果，彼は白人女性としか恋愛できないという精神

形成を遂げる。日本人の女性には眼がいかない。したがって，ニューヨー

ク出身で30歳になる美しいアメリカ人女性英会話教師ジェインとも自然に

肉体関係を結ぴます。ところが彼女は彼女で対照的に， 15歳のとき，黒j畢

映画の『羅生門』に映る三船敏郎の太股に魅了きれてこのかた，アジア系
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男性の肌にしか性的魅力を感じません。きらにトシの友人として，かつて

恋人をエイズで亡くしたポールが登場しますが，彼も彼で，むかし三島由

紀夫のふんどし姿の写真を見たことが忘れられず日本人男性専門になって

しまったゲイ青年です。これもすでにオリエンタリズムだといってしまえ

ばそれまでなのですが，ただ，オクシデンタリズムとオリエンタリズムの

問題が絡み合っている，少なくとも作者アラン・ブラウンは何とかして絡

み合わせようとしている，ここが肝心なんですね。

作者は，一方で、ブシヤマ＝ゲイシャ＝スシニハラキリに代表されるオリ

エンタリズムが，もう一方で、は必ずケネディ＝ウエスタン＝『風と共に去

りぬJ や『赤毛のアンj に象徴されるというオクシデンタリズムがあると

いう対立を，エロティシズムのさまざまなかたちの中で巧みに再利用して

みせています。こつしたことを考えていくと，単純にオリエンタリズム・

オクシデンタリズム以後という言い方をするよりは，やはりエキゾティッ

クなものがどのようにして生まれるのかという，異質なものに対して反発

を感じながらも轟惑を感じてしまう現在のメンタリティを洋の東西からな

んとか切り取ろうとしている小説だったのではないかと思います。主人公

の最初のロマンスは，このジェーンとい 7 白人女性が逆上して，彼のアパ

ートへ放火まで行うという悲劇で終わるのですが，さらに物語は，折しも

郷里で父が亡くなり，悲しみに沈む母が，長らく隠し続けてきた生涯の秘

密，すなわち彼女は日本人でなく韓国人で，従軍慰安婦という虐待された

過去をもっという秘密を明かして大団円を迎えます。

概略からだけでも，本書がいわゆるジャパネスク小説と一味異なる現代

小説であることが了解きれるでしょう。そもそも， 日本人は『ティファニ

ーで朝食を』ではとんでもない差別的扱いを受けているというのに，どう

してオードリー・へフパーンが好きなのでしょ 7 か。ふりかえってみる

と， 1954年の日本で『ローマの休日』が初公聞きれたとき以来， 日本人観

客は，豊満でエロティックなマリリン・モンローと並んで，まったく対照

的に華者でファッショナフゃルな魅力をもっオードリー・へプパーンをも熱

愛してきました。そのゆえんは，吉村英夫氏の詳細な研究『麗しのオード
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リ－j によれば，『ローマの休日 j の脚本家で当初は名前を伏せられてい

たダルトン・トランボは赤狩りマッカーシイズムの時代にあって札付きの

危険人物であったけれども，そうした暗い世相に不満を感じていたアィリ

アム・ワイラー監督は，あえてトランボの脚本を採用し，明るくさわやか

なコメテーィを制作するべく決心したところにあります。もともとベルギー

生まれのオードリー・へプバーン自身がファシズム思想をもっ父親に捨て

られ，反ファシズム思想、を貫徹する母親と密着してくらしてきたという経

歴の持ち主でした。平和と民王主義を求める反ファシズム＝反マッカーシ

イズムのイデオロギーが，王女アンが束の間の自由を求めるという『ロー

マの休日』の銀幕の陰に潜んでいたのは疑いようもありません。

いっぽう，この映画が日本で初公開きれる 1954年といえば，造船疑惑が

発覚し，自衛隊が発足し，マクゃロ漁船第五福竜丸がビキニ沖でアメリカの

水爆実験に遭遇するといっ暗い事件が相次いだ年でした。そうした暗潅た

る世相を背景にして，『ローマの休日』がアメリカ人以上に日本人観客を

惹きつけたのは，再ぴ吉村英夫氏によれば，アン女王が手にするたった一

日の自由，いわば「ほどほどの自由j という進歩と保守両方を満足させる

絶妙のバランス感覚が主たる要因ではないかといいます。王女という地位

を振り切り，何とかして別人になろうとするオードリーの姿は，まさしく

戦後日本における「ほどほどの自由への意志j へアピールしたのです。い

ってしまえば，肉感的なモンローに比べて，たえずジヴアンシーなどのド

レスをまとっているオードリーのほうが， 日本人女性との類推を打ち立て

やすく， 日本化つまりジャパナイズしやすかったのかもしれません。そう

した日本的受容をふまえたつえでアラン・ブラウンの小説を読むならば，

オードリー・へプパーンが表象する「ほどほどの自由」とファッションと

も一体化した「ほどほどのセクシュアリティ j とが， 日本的主体内部に確

実に典型的な戦後オクシデンタリズムをも培っていったことを忘れるわけ

にはいかないでしょう。

すなわち「オードリー・へプパーンのうなじj という記号が，すでにト

シが子供の頃から抱いてきた紋切り型オクシデンタリズムの限界をはみ出
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して，父や母の故郷とも折り重なる「どこか別の世界」を意味するかたち

で組み直きれるのです。ミリー・クレイトンは95年の論文で， 日本の広告

産業が駆使する外人女性モデルの性的表象を克明に分析し，そうしたアン

ク、、ロフィリアないしオクシデンタリズムの裏には，白人女性を魅力的に思

う気持ちと同時に，西欧的他者の異国情緒を強調することにより外国の侵

入という心理的恐怖を制御したいという気持ちがあるのではないかと鋭く

洞察しました（ジェイムズ・キャリア編『オクシデンタリズムJ 所収）。

19世紀末日本では，日本内部にオリエンタリズムを培って初めて日本的オ

クシデンタリズムが完成しましたが，他方， 20世紀末アメリカでは， 日本

的オリエンタリズムについて深く思索してこそ新しいエキゾティシズムが

成り立つような物語が，これまでにないリアリティを醸し出しているよう

に思われます。

ちょっと長いイントロダクションになってしまいましたが，オリエンタ

リズムとオクシデンタリズム，そしてそれらを経由したうえでのエキゾテ

ィシズムということで，一応ガイドラインをヲ｜いてみたうえで，こんどは

フランス・日本・イギリスというそれぞれのケース・スタディからもう一

度この問題を伺ってみたいとおもいます。それでは朝吹先生からよろしく

お願いします。

朝吹亮二氏

私は主にフランス文学から見たエキゾティスムというお話をします。今

の巽きんのお話の中にもありましたけれども，オリエンタリズムとエキゾ

ティスムというのはかなり密接な関係があるし，両方重なっている領域と

いうのがあると思います。現代のジャポニズムというのか日本研究という

のは，ロラン・バルトの『表象の帝国J 以後，フランスではすごくはやっ

たわけですが，私はここではエキゾティスムということに限ってお話しよ

うと思っています。ただ，話す前にいいわけがましいことをいいますと，

実はエキゾティスムというのは私の中では問題意識としてあまりなくて，

皆きんのお話と果たしてうまく噛み合うかちょっと不安なのですが。しか
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し，まずいくつか文学史的な事実を確認するところから話を始めていきた

いと思います。

エキゾティスムというという言葉は比較的新しいもので，これは一九世

紀の半ば，辞書によると一八四五年にできたとされています。おそらく広

まったのはゴンクール兄弟が一八六O年に発表した日記あたりでしょう。

『ゴンクールの日記』のなかでエキゾティスムという言葉が使われていて，

そのあたりから世間一般に認識されていったのだろうと思います。ただ，

もちろんエキゾティックという形容詞は，先ほど巽さんの話にも出てきま

したけれども，ギリシャ・ラテンを語源にもっています。ラプレーは16世

紀の半ばに，すでにエキゾティックとい言葉を使っています。ただし，そ

の時代のエキゾティックという言葉は，「異国の・外国の」という程度の

形容詞であって，現在われわれが使っている「エギソチック」や「エキゾ

チスムJ のような異国趣味というか異国情緒といっ意味あいはここにはな

いわけですね。

それで，このエキゾティックな外国が文学に出てくるというのは山のよ

うにありまして，いちいち取り上げていくときりがない。そこでその外国

をオリアン，つまり東洋に限ってみてみると，特にフランスでは18世紀の

初頭にガランという人によって『アラビアン・ナイト』が翻訳きれるわけ

ですが，これがすごくはやりまして，一八世紀の初頭からオリエントへの

趣味が高まることになるんですね。もちろん当時の「オリエント」は主に

中近東なのですが。一七世紀の古典主義にも外国が舞台になります。実際

ちょっと意外なんですが，われわれの印象からすると，フランスの古典主

義というといかにもフランスのことばかり出てきそうなイメージがありま

すけれども，実はコルネイユにしてもラシーヌにしても古典主義悲劇の題

材というのは， とにかく現代を扱ってはいけないという約束事があること

もあって，ギリシャとかローマが舞台になったりしています。あるいはラ

シーヌに『パシャゼJ という悲劇がありますが，これは例外的に現代（と

いっても当時の現代ですが）を扱っているんですが， トルコを舞台に話し

が始まっていきます。このように古典主義時代，つまり一七世紀から外国
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を舞台にする文学というのはごく当たり前のようにありまして，ことさら

取り上げて話題にするようなものでもない。ラプレーというのは異質で、，

私はすごく好きなんですが，彼の場合は完全に空想、の，架空の世界なんで

すね。けれども古典主義以降はむしろ題材をギリシャあるいは中近東に求

めてはいても，結局それは当時のフランス人の心理描写であるとか感情を

描こうとしただけで，衣裳だけ借りてきて当時のフランス人の恋愛関係と

か心理描写を描くのが王だったわけです。

ですから，実際にいわゆる今日の意味で、エキゾティスムという言葉が使

われるのは，やはりロマン主義以降になるんだろうと思います。フランス

文学でいうと，多少先駆的なのはベルナルダン・ド・サン＝ピエールが

『ポールとヴイルジニj (1787）という小説を書いています。かれは実際に

子供のころマルチニック諸島に旅しているということがあって，南方への

憧れは幼児期から持っていた人ですが，『ポールとウ、、イルジニJ はモーリ

シャス島を舞台にした牧歌的な恋愛小説です。おそらく大々的に異国情緒

をメインに取り上げたフランス文学は，これが最初になるんだろうと思い

ます。これ以降ロマン主義の小説なり詩には，叙情的あるいは牧歌的な外

国像がたくさん出てくることになります。ちょうどロマン主義にはシャト

ーブリアンという作家がおりまして，彼は自分で新大陸アメリカに行って

いたこともあって，『アタラJ や『ノレネ J といった作品においてアメリ

カ・インディアンが登場する小説を書いています。ただ，ご承知のよう

に，この『アタラ』という小説は「キリスト教精髄」という連作ものの一

編でして，結局主題は西欧伝統であるカトリシズムを当てはめて小説を作

っていることになっています。このシャトーブリアン以降，東方つまりオ

リエントを主題にした文学作品はひじように多く書かれまして，名前を挙

げるにとどめますが，例えば詩の領域でいいますとヴィクトル・ユーゴー

が『東方詩集J を一八二九年に出し，そのあとやはりロマン派の詩人ミュ

ッセが「東方物語」という副題をもっ『ナムナj (1832）という詩を書い

ています。あるいはラマルティーヌが詩集『東方旅行J を一八三五年に出

す。このように一九世紀の一八二十年代，三0年代にたて続けるようにし
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て，東方を主題にした詩集・小説が書かれていく。私が面白いと思うの

は，ヴィクトル・ユーゴーの『東方詩集』なのですけれども，たとえばシ

ャトーブリアンがアメリカに行ったり，サン＝ピエールがマルチニック島

に行ったような経験が，ユーゴーという人には実はないのですね。ユーゴ

ーはオリエントに旅していない，少なくともこの詩集を出している時期に

は全く知らなくて，ただ書物的な事実と本人の空想、というか想像力で書き

上げている。これはなかなか面白い事実なのではないかと思います。

ロマン主義以降はエキゾティスムを主題にした文学作品はフランス文学

で多くなっていきます。ただ私自身がエキゾティスムということにふだん

全く関心がないわけですから，エキゾティスムといわれたときに頭に思い

浮かんだのは，すごく情けないのですが，ピエール・ロティの『お菊き

んJ てコこれくらいしか頭に思い浮かばなかった。この『お菊さんJ とい

う小説が書かれたのは一九世紀末になりますが，いわゆる典型的なエキゾ

ティスムということを考えるとどうもこのあたりの作品をおぼろげながら

思い浮かべることになるのではないかと思います。

きて，ピエール・ロティは実際に海軍士官として日本に来ておりまし

た。数カ月夏に滞在しただけでしたが，最初に日本に来たときお菊きんと

いう女性をひと夏だけお妾きんにして， 日本滞在の期間が過ぎると自分は

フランスに帰っていきます。その日本滞在日記というかたちが『お菊き

んJ という作品です。その序文で，ロティは主人公はお菊きんではなく

て，むしろ「私と日本と及び此の国が私の上に及ぽした効果」（強調原文）

だといっています。この序文はなかなか面白くて，非常に鋭いことを言う

んだなあと感心して読んだんですね。異国が作家に及ぼした効果というも

のが作品化されるのだとしたら，興味深いエクリテュールになるのではな

いかと期待したのですが，残念ながらそれは裏切られました。冒頭近くの

場面では，次のような一節があります。「僕はね，私は云った，ついたら

直ぐに結婚するんだよ」。この結婚というのはいわゆるお妾さんを囲うと

いうことで実際は全然「結婚」なんてしないわけです。ょうするに結婚と

妾を囲うことが同義語になっていて，取り繕うというか，結婚という言葉
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で妾を囲うことを奇麗事にしているわけです。当然のことのように「結婚

するんだよ」と言うと，友人であるイヴも「へえリと当たり前のように

答える。そうすると「私」は「皮膚の黄いろい，髪の黒い，猫のような目

をした女の子をきがすんだ」というと，イヴは答えて「可愛らしいのでな

くちゃいかん。人形よりあまり大きくないやつでね。君に部屋を貸してあ

げよう。青い花園の中の，植え込みのこんもりした，紙の家だよ j。ここ

らへんの日本のイメージですね，畳と障子でできた紙の家に住んで、，人形

のような小きな女の子を一一女の「子J じゃないかもしれませんね一一一女

の人を妾として囲うという。「帝国と文学」というテーマからいくとこの

あたりがひじように面白い。典型的な海軍軍人の発想なわけですね。

そして同じく小説の冒頭部分で船が長崎港に入っていきますが，その描

写は次のようになっています。「何という緑と陰の国だろう，日本は／

何という思いも寄らぬ楽園（エデン）だろうけ。遠くから見える長崎は

すごく締麗なんですね，おぼろげに見える町並みがすばらしくて，ああ，

日本はなんて美しい楽園なんだろうという感じで「私」は船を下りていき

ます。ところが数ページ後には，次のような印象を持つわけです。「それ

にしても，まあ，此の人間たちはいかに醜く，怪奇（グ、ロテスク）なこと

だろう F 私は折角結婚の計画まで立てたけれども，だんだん考え込んで

輿ぎめてきたj。実際に日本に降りて上陸してみると，町並みは汚いし，

自分が思い描き空想していたエキゾティックな情景とは違う。遠くから見

ていると締麗に見えるんですね，なんとすごい楽園だろうという感じだっ

たんです。ところが実際に降りてみると，なんだか汚れていて，人間もみ

んな小さくて黄色くて醜くて， とてもこんなところで可愛いプーペ，つま

り人形のようなお妾きんを囲うなんて出来そつにない， とすごく落胆する

んですね。この話では，でも実際はお菊きんというお妾きんを見つけて，

ひと夏日本で過ごして帰っていく。最後のところが，これもなかなか面白

い。「私」というほぼ作者と均等と思われる主人公は，ずっと日本に対し

て失望したまま暮らしていきました。お菊きんとは仲良く暮らすわけです

が，最後にお手当をあげて帰るというときになって「私」が別れの言葉を
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言いに行こうと思うと，お菊きんが一生懸命銀貨を数えているのを見てし

まう。それでもうますます興ざめしてしまうんですね。要するに醜い日本

人は結局欲深く，お金には目がない人種だとして，かなり絶望した感じで

この小説が終わっているんです。

この「帝国と文学」というテーマで考えると『お菊きんJ はとても面白

いんですが，結局ただそれだけの話です。私は云うまでもなくこの話の道

徳的・倫理的な部分を非難しているわけではありません。一番最初に序文

に書いである「私と日本と及び此の国が私の上に及ぼした効果」，私はも

うすこし面白い効果が出て来るんだろうと思って期待してたんですけれ

ど，ただ単に日本の現実に失望したといつことで終わるわけです。未知の

世界に触れて未知の効果が書かれるというわけではないところが大いに不

満なわけです。

ただ，エキゾティスムといつのを考えてみると，ほとんどの作家が失望

感というのを表明しています。たとえばネルヴ許アルという詩人がおりま

す。『東方紀行J というすぐれた作品を書いておりますが，ネルヴ、アルが

テオフィール・ゴーティエに宛てた書簡では，やはりエジプト lこ行って現

実を目の当たりにして失望しているといつことが言われています。ただ

し，ネルヴァルというのは，『東方紀行J の中でオリエント（この場合は

中近東なわけですが）の神話や民話などを題材にした傑作を書いていま

す。たとえばロティは現実の日本に接してそこで失望を味わって，話はそ

こで終わってしまうんです。ところがネルヴアルは実際にエジプト lこ行っ

て現実のエジプトを見て失望するんですが，彼はその失望がバネになって

と言いましょうか，先ほど巽きんの話にも「消えゆくものへのノスタルジ

ー」というのがありましたけれども，現在にはない失われたオリエントを

小説のなかで書いていくわけですね。つまり裏切られたことによって，自

分のなかの想像力をむしろかきててて失われたオリエントを自分の作品の

なかで、書いていく。もちろんネルヴァルのほうがロティよりも時代的には

先の人なんですけれども，同じオリエントに出会って失望したあとの作品

のでき方が全く違います。ロティのほうは日記という形式もあることか
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ら，ただ自分は失望した， 日本人は結局醜かったというところで話は終わ

ってしまうのですが，ネ／レヴPアルはその絶望感や失望感の向こうに自分の

想像力のオリエントを築こうとする。結局のところ，これはもうエキゾテ

イスムという話ではなくなると私は思うんですが，文学の根元的な問題で

ある想像力をいかに作品化するかという問題です。

ボードレールの『悪の華』のなかに「旅」という詩がありますが，ここ

でも同じことが言われています。実はボードレールは不良高校生でして，

かれは高校を退学させられるんですけれど，義父が心配してというか怒っ

て，彼を旅に出してしまいます。パリにおいておくと不良の文学仲間とつ

きあってろくでもないことになりそうだということで，インドに向けて旅

に出したんでが，でも結局ボードレールは途中で、帰ってきてしまう。これ

が後の彼のエキゾティスムを生む契機になるんですけれども，実際は彼は

インドに着いていない。この「旅」という詩のなかに「未知なるものの奥

に新たなものを見つけたいのだ／」という詩句がありますように，旅とい

うものは現実の東洋であるとかインドであるとかを見るものではなくて，

未知のものへの旅なんだということなんですね。要するに新たなもの，ヌ

ーヴPォーなるものへの旅だと，結局ボードレールは云うことになります。

ボードレールはもちろん他にも例の有名な「旅への誘い」という詩も書い

ておりますし，またそれこそタイトルそのものですけれども「エキゾティ

ックなノりレファン」といっ美しい詩も書いております。彼にとってのエキ

ゾティスムというのは単に郷愁をかきたてる，異国情緒をかきたてるもの

だけではなくて，その向こっ側に未知なるものを見ることなのだと思いま

す。その点ネルヴァルとボードレールは同じようにエキゾティスムに対し

て反応しているということが出来ると思います。

そしてもうひとり，エキゾティスムといってどうしても避けられないの

は，ヴ許イクトール・セ7ゲレンという詩人です。この人は医者でもあり考古

学者でもあり，長年実際に中国に住んでいました。ところがこのセガレン

も全く同様に現実の，つまり今世紀初頭の中国には失望してしまうわけで

す。薄汚い街だとして，現実の中国にはまったく失望していた。ただし，
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現実の中国に失望するかわりに今度はチベットという（彼はとうとう自分

では行けなかったのですけれども），彼にとっては架空の東洋に憧れて詩

を書いていく。セ 7ゲレンは「エキゾティスムについてのノート」というの

を残しておりまして，「エキゾティスムの能力というのは，別なものを別

なものとして認識する能力である」と言っているんですね。つまり別な見

方でものを認識する，西洋カトリック的なものの見方ではなく，全く別な

体系でものごとを認識する，それがエキゾティスムなんだとセ方、レンは言

っています。また「エキゾティスムについてのノート」の別のところで，

「エキゾティスムの感覚は異なるものの観念，多様性の知覚なのだ」とも

述べています。きわめて現代的な文章です。セ方、レンはほぼピエール・ロ

ティや日本大使として日本にいたクローデルと同時代の人ですが，およそ

彼らが考えるエキゾティスムとは違って，ボードレールからネルヴァル，

そしてセ方、レンへとつながる新しい認識法としてのエキゾティスム，つま

り西洋カトリック的なものの見方の体系からズレた異質なものの見方を獲

得しようという姿勢が見られるわけです。私としてはもちろんボードレー

ルやネルヴァル，そしてセ庁、レンのエキゾティスムに対する考え方に，非

常に興味を惹かれています。

最後に，ふたつほど多少関係のあるお話をしたいと思います。レイモ

ン・ルーセルという作家がおりまして，彼は金持ちのお坊っちゃんですが

趣味的にずっと劇作をしていた人です。ですから彼は一種のアマチュアな

んですけれども，後にシュールレアリスムのアンドレ・ブルトンたちに再

評価きれた人で，今日では非常に重要な劇作家のひとりときれています。

この人の代表作に『アフリカの印象J というのがありまして，アフリカを

舞台にした長い小説ですが，これも荒唐無稽なラプレーに近い話なんです

ね。ルーセルは死後出版された『私はいかにして自分の著作を書いたか』

という一種の創作の秘密を知らせるような手記を書いておりまして，その

なかに二行のフランス語についての話が載っています。最初の行は “ Les 

Lettres du blanc sur les bandes du vieux billard”もっ一行は“Les lettres 

du blanc sur les bandes du vieux pillard”といつものです。この二行は最
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後の一語“billard”と“pillard”の b と p が異なっているだけです。子音

をただ変えただけですが，最初の方は「古いビリヤード台の帯のところに

白墨で書かれた文字」と読むことができます。次の行は「古い盗賊団につ

いての白人の手紙」と読むことができるんです。実はこのたった一文字を

変えただけのふたつの文章を思いついて，あの長大な『アフリカの印象』

という小説を書くに至り，まったく架空のアフリカで話を展開していく。

さっきルーセルという人も，実はお坊っちゃんであるという話をしました

が，母親に連れられて子供のときに豪華ヨットに乗ってインド旅行をして

います。まあ，今世紀はじめに豪華ヨットでインド旅行というのはなかな

か凄いことだと思いますが， とにかくインドに行ったんですね。そこでも

やはり面白い証言が残っておりまして，インドに着いて沖からインドの港

を見たとたん，「ああ，これがインドか。もう帰ろうよ」と言ったという

話が残っております。さっきのボードレールやネルヴアルと同様インドに

対する失望感というか，ルーセルの場合は現実も見ていないで「なんだ，

こんなものか」ということで、帰ってくる。ルーセルには，アフリカなどを

舞台にした戯曲が多いわけですが，ほとんど実際のアフリカというものは

問題になっていませんで，むしろここで問題なのは言葉の一字の変換だけ

で billard （ビリヤード）が pillard （盗賊）になるという，それだけの違

いから長編小説を書いてしまっといっ想像力のあり方で，おそらく非常に

現代的な想像力の働き方なんだろうと思います。

最後にアンドレ・ブルトンという詩人のある文章について触れます。

“ Mais ou sont les neiges de demain？”といっ一行です。これはいうまで

もなく“Mais ou sont les neiges d’ant an”「きあれ去年の雪今いずこにあ

りや」というウ、、イヨンの有名な詩句のもじりでして，センチメンタルでノ

スタルジックな詩を，アンドレ・ブルトンというシュルレアリスムの詩人

が刀 y aura une fois という詩論のなかで「きあれ明日の雪今いずこにあ

りや」とパロディで書いているものです。実はこのタイトルが面白くて，

II y aura une fois というのはちょっと訳しょうがないわけです。動詞を半

過去形にして II y avait une fois とすると，これは決まり文句で，「むかし
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むかしあるところにj という意味になり，昔話を始めるときの常套句なわ

けです。フランス語で半過去形というのは現在と切り離された過去をあら

わす時制なんですが，その半過去形を未来形にして「いつかどこかで何か

が起こるだろう J という意味に変えています。ブルトンは想像力は過去に

向かうものではなくて，むしろこれから起こりつつあるものを引き寄せる

ものだと言っています。たとえばレイモン・ルーセルの作品執筆法を考え

てみると，このブルトンの詩論へつながっていくひとつの新しい文学の想

像力が向かう方向が見えてくるのではないかと思います。

実は私は個人的には，失われていくものに対するノスタルジー，たとえ

ばブルーストであれば『失われた時をもとめて』という小説を書きます

が，そういうものに対する愛着もありまして，失われてしまったものへの

ノスタルジーによって作品が書かれるというのも好きなのです。しかし，

そういう作品があると同時に，失われたことによって逆に自分の想像力を

働かせ，新しい未知の世界を創っていくということもある。想像力が向う

方向としてはこのふたつの流れがあると思います。いずれにせよ，単に異

国的なるものの衣裳を借りただけの作品というのは読んでいて面白くな

い。異国的なるものとの出会いから未知の想像力の世界へ踏み込んでいく

作品により強く惹かれるわけです。直接エキゾティスムと関係のない話に

なってしまいましたが，以上で私の話を終わりにいたします。

巽：

どうもありがとうございました。エキゾティシズムとかオリエンタリズ

ムに対してよく出てくる批判として一番単純なのは，それは一種の壮大な

誤解の体系であって，それ自体が紋切り型といっかいんちきな表現で提造

されたイメージなのだといつのがあります。しかし，今の朝吹先生の話を

伺っていると誤解や歪曲きれたイメージによって，かえってオリエンタリ

ズム的な表現とかイマジネーションが掻き立てられる玉体もあることがわ

かりました。現実に異国に訪れて失望するという点が今のお話のひじよう

に面白いところだったと思います。

それでは松村先生のお話に移っていただきたいと思います。
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松村友視氏

松村です。巽さんから先ほどちょっとご紹介がありましたが，私は泉鏡

花とその周辺をかなりこじんまりと研究している者です。最初にこの話を

うかがったときは「オリエンタリズム」というタイトルだったんですが，

私には相応しくないのではないかということを申し上げたような気がしま

す。しかし役目上引き受けなければならないということで，泉鏡花でいい

ですよというお話をいただいて何とか考えたんですが，泉鏡花とはどうし

ても結び、つかないんですね。そのうちいつのまにかタイトルが「エキゾテ

イシズム」に変わっていて，さらに副題に「帝国と文学」とついていると

なると，これはもう泉鏡花とは無縁な世界のような気がするんです。しか

し意地にも泉鏡花で始めて泉鏡花で終わろうという枠取りをしてみたので

すが，かなりズレたお話になるかもしれません。

日本に対するエキゾティシズムという話が先ほどから出ていますけれど

も， 日本におけるエキゾティシズムあるいはオリエンタリズムを考える場

合，やはり東洋と西洋といっ二元論ではなかなかっまくいかないんではな

いか，つまり，東洋と西洋と日本という三元論で見ていかないといけない

のではないでしょうか。ここではひとつの視座として，南洋（もちろんこ

れは西洋の植民地の対象でもあるわけですけれども）に対する眼差しとい

うところでひとまず括ってみることから始めたいと思います。

最初に， 19世紀末のイギリスと日本で，一年を隔てて発表されたふたつ

の作品の比較からみていくことにします。最初のジョセフ・コンラッドの

『閣の奥j (1899）は，コンラッドの作品ではお馴染みのマーロウという主

人公が語る物語ですが，語りのスタイルといいますか，一種の異界訪問謹

のスタイルという点で，ちょうど一年をはさんで翌年に出た泉鏡花の『高

野聖j (1900）とかなりよく似ています。単に話型の類似ということだけ

ではなくて，地図という小道具が使われているという点でもかなり似てい

ますが，まず『閣の奥J からの引用を一部読んでみたいと思います。

僕は子供の時分から，大変な地図気狂いだった。何時間も何時間も，
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よく我を忘れて南米や，アフリカや，豪州、｜の地図に見入りながら，あ

の数々の探検隊の偉業を悦惚として空想したものだった。その頃はま

だこの地球上に，空白がいくらでもあった。（中略）その中に一つ，

地図にも著しく，一段と目に立つ大きな河があった。たとえていえ

ば，とぐろを解いた大蛇にも似て，頭は深く海に入札胴体は遠く広

大な陸地に曲線を描いて横たわっている。そして尻尾は遥かに奥地の

底に姿を消しているのだ。（中野好夫訳）

この地図というのはコンゴ川流域の地図を指します。その地図に魅せら

れたマーロウがフランスの会社に入って，コンゴ川の奥地で象牙を採って

いる奥地支所員であるクルツという人物と接触していくという話になって

います。

マーロウ自身は作品中において近代文明や植民地主義に対しである種の

批判も示しているんですが，彼のコンコ守河奥地への旅自体が，比喰的にい

えばまさに地図と蒸気船と植民地主義の上に成立していることに彼はほと

んど無自覚であるといっていい。彼が接触することになるクルツという人

物は，母親が混血のイギリス人で父親が混血のフランス人という，「いわ

ばヨーロッパ全体が集って彼を作り上げ」た人物です。ヨーロッパ的論理

を体現した天才的知性としてアフリカに送り込まれた人物なんですけれど

も，その彼が原住民を使い，時には虐殺などして，象牙を搾取している。

その一種の狂気あるいは人間性の荒廃といつのが，実は，ヨーロッパのひ

とりの作家にとっての「原始」の姿だったといえます。しかもクルツは象

牙をフランスに送り込んでくる非常に有能な現地の支所員でもあるという

ところに，この小説のもつ構造が典型的に現れているのではないかと思い

ます。

話が少し横道に逸れますが，ご承知の通りこの作品をもとにしてフラン

シス・フォード・コッポラが『地獄の黙示録J という，舞台をベトナム戦

争に置き換えた映画を撮っています。なぜベトナムにこれが置き換えられ

るのかという問題も一方にありますし，また例えばマーチン・シーン演じ

る主人公が川を遡っていくとジャングルから槍が飛んできたりする場面な
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どは，アメリカ西部劇のインディアンとの戦闘シーンときして変わらない

スタイルになっている。つまり，ベトナム戦争に対するある種の批判を持

ちつつ，その映画が『閣の奥J とほとんど同じことを模倣しているといえ

ます。これは石川好氏が指摘していたことですが，コッポラはこの映画を

フィリピンでロケしたとき，フィリピンのジャングルを切り開いて西欧

的・アメリカ的生活パターンを持ち込んでこの映画を撮っていたわけで

す。彼は途中で二千万ドルの失敗作だといい，今は自殺を考えているとい

うんですが，この二千万ドルといつのは，実は1898年にアメリカがスペイ

ンからフィリピンの領有権を買い取ったときの額でもある。その意味でも

かなり皮肉めいたものを感じます。

さて，話をもとに戻しますと，このコンラッドの物語と比較したとき，

泉鏡花の『高野聖J はかなり異質なものとして見えてくるような気がしま

す。『高野聖J の冒頭部分は次のように始まります。

参謀本部編纂の地図を又繰聞いて見るでもなからう，と思ったけれど

も，余りの道ぢゃから，手を触るさへ暑くるしい，旅の法衣の袖を

か冶げて，表紙を付けた折本になってるのを引張り出した。（中略）
もと れっき

固より歴とした図面というて，描いてある道は唯栗の越の上へ紅い筋

が引張ってあるばかり。難儀きも，蛇も，毛虫も，烏の卵も，草いき

れも，記しであるはずはないのち、ゃから，薩張と畳んで懐に入れて，

うむとこの乳の下へ念仏を唱へ込んで立ち直ったは可いが……（後

略）

ここでも同じように地図が出てきます。これはひとりの旅僧が修行の途

中に飛騨の山中にある原生林に迷い込んだ末に一軒家にたどり着くという

いわゆる異界訪問請の典型的なパターンのひとつになっていますが，その

道程も蛇のメタファーで語られています。そっいう意味ではコンラッドと

よく似ているわけですが， しかし決定的に違つのは，少なくとも地図につ

いて違うのは，『高野聖』では「参謀本部編纂の地図J という当時もっと

も正確な地図が一切役に立たない領域に旅僧が入り込んでいくという点だ

ろうと思います。つまり，マーロウが地図に従いつつコンゴ河流域に入っ
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ていったのとは対照的に，地図的視線の通用しない深層の領域に旅僧は入

り込んでいくのです。

やや唐突ですがここでサイードを引き合いに出しますと，地理的モデル

について彼は『オリエンタリズム』（1978）でこう述べています。

地理学とは本質的に，オリエントに関する知識を支えている基盤であ

った。オリエントの潜在的で不動の諸特徴は皆，オリエントの地理学

にもとづいて組み立てられ，そこに根をおろしているのであった。し

たがって，一方で、は地理学上のオリエントこそがオリエントの住民を

育て，その特徴を保証し，その特性を規定したのだったし，他方で

は，まさに「東は東，西は西」という形で一体系化きれた知識に見

られる逆説のーっとして一一地理学上のオリエントが西洋の注意を惹

起したのだった。（中略）西洋世界と他の世界との関係は，むき出し

の欲望によって結ぼれていたからである。しかも，地理学的な欲望

は，発見し，現場に降り立ち，暴露しようとする認識論上の衝動に特

有な倫理的中立性をおびることができた一一ちょうど『閣の奥』のマ

ーローが地図に対する情熱について告白している時にもそうであった

ように（今沢紀子訳）。

地理学という，分節と命名と差異化の行為が西欧的オリエンタリズムの

ひとつの基盤にあるのだろうと思いますが，ただ，サイードはその後のイ

ンタビューで，こつした地理学的な眼差しとは異なる関係性を模索してい

ます。インタビュー自体が1992年のものなので，今ではこれもすでに古い

のかもしれませんが，サイードは次のょっに語っています。
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地理的モデルは，例えば，ポール・カーターの『ボタニー湾への道J

で記述されたようなものを生み出します。彼がその中で描き出したの

は，名前を付ける行為と地理的に区切る行為とによって，あらゆる存

在が形成きれる過程です。彼はキャプテン・クックとオーストラリア

の例をあげています。そのような行為は，まさに植民地主義の歴史の

大部分を構成しているのです。（中略）私たちは地理的なモデルを越

えて，超国家的な別の共同体を目指きなければなりません。その基盤



は，世俗的解釈と世俗的作業という理念にあるのです。（中略）世俗

的生活のかなり密接に絡み合った構造に，相応の注意を向けなければ

ならないと思うのです（「インタゥーュー」 1992，大下誠訳）。

つまり，サイードはオリエンタリズムを越える視線として「世俗的解

釈」という，「現実に生きている人間存在を基盤とし」た関係性を目指し

ているようです。そしてこれが最近の知識人論と結び、ついていくようなん

ですけれども，私はこの辺は素人なのでむしろ富山きんや巽さんにうかが

いたいところです。

このような観点に立っと，世界認識のスタイルとして地図と小説という

のはかなり重なる部分があるのではないかと思います。三浦雅士氏の『小

説という植民地』（1991）に，インカ帝国がなぜわずかな人数によって滅

ぼされたのかを説明している一節があります。三浦氏は，インカ帝国には

個人という考え方が成立していなかったからだと説明した上で，それを前

提にして次のように言っています。

小説はヨーロッパの産物である。ミラン・クンデラは『小説とヨーロ

ッパJ のなかでそう述べている。もしもヨーロッパが全体主義によっ

て覆い尽くきれるならば，小説は消滅するほかない， と。確かにその

通りだろう。それはまた，ルカーチが言い，サイードが指摘すること

だ。小説は近代的個人，ブルジョワ的個人の所産である。だが，しか

し，その個人こそがインカ帝国を破滅させ，新大陸の原住民のほとん

どを抹殺してしまったのだとすれば，こうも言えるのではないだろう

か。即ち，小説は植民地の産物である，と。小説は帝国主義の産物で

ある， と。個人の魂などという神話は，その血塗れの歴史を隠蔽して

いるにすぎないのだ，と。

かなり強引な論理ではありますが，三浦氏自身「荒唐無稽」な論理とい

う言い方をしながら， しかし同時に「きわめて魅力的な仮説」であるとも

述べています。そのことを，植民地主義の視線に注目して，「帝国と文学」

という副題の要請に沿うかたちで， もフ少し概観してみたいと思います。

これは三浦氏も引用している部分ですが，ゴールデイングの『蝿の王』
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(1954）の一節を資料に掲げておきました。戦争での疎開の途中に飛行機

が攻撃されて無人島に不時着した少年達の物語ですが，『宝島』『燕とアマ

ゾン』あるいは『珊瑚島J といった先行する冒険小説をめぐる会話がある

ように，明らかに冒険小説的なスタイルをとりながら， しかもそれがかな

り苦いものにズラされていきます。少年たちのなかで指導者的役割を果た

すラーフ少年はこう語ります。「ぼくの父きんは海軍なんだ。未知の島な

んかもう一つもない，とぼくにいったことがある。女王様のところにある

大きな部屋には，地図がいっぱいあって，世界中の島がその地図にのって

いる，と，父さんはいってた。だから，女王様はこの島の地図ももってら

っしゃるはずだ」（平井正穂訳）。だからいつか軍艦が迎えに来てくれると

いうんですね。つまり，彼らの冒険自体が，西洋的な眼差しのなかに保証

きれているといったらいいでしょうか。これをひとまずの導入として， 日

本の例をあげてみたいと思います。

先ほど巽さんのご説明にもありましたけれども，明治初期において， 日

本の近代化，あるいは西洋に限りなく近づくことによって西洋の眼差しゃ

オリエンタリズムを自らのものとしていく過程というのが典型的に現れて

きます。福沢諭吉の『脱亜論j (1885）をあげるまでもないのですが，福

沢はそこで「我国は隣国の開明を待て共に亜細亜を興すの猶予ある可ら

ず，寧ろ其伍を脱して西洋の文明国と進退を共にし，其支那朝鮮に接する

の法も，隣国なるが故にとて特別の会釈に及ばず，正に西洋人が之に接す

るの風に従て処分す可きのみ。」と述べています。つまり，自らが限りな

く西洋に近づくことによって西洋の植民地主義から逃れようとし，それに

成功したとき，まさに日本は西洋の眼差しを自らの眼差しとして獲得す

る，あるいはそれ以外のものを失っていくという典型的な構図がそこにあ

ります。ジラール風に言えば，西洋の欲望を欲望するということになるの

かもしれません。

さらにその文学的な発露として現れてくるのが「南進論j です。明治10

年代には当時盛んだった自由民権運動を背景にして政治小説がたくさん出

るわけですが，それがひとまず終息したあと， 20年代になると「国権小
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説」と呼ばれる日本の国権拡張を謡う政治小説がどっと出てきます。その

中に南進論を謡う政治小説がたくさんあるんですね。その典型的な例とし

て『浮城物語』（1890）を取り上げてみたいと思います。この作品の作者

は矢野龍渓という人で，慶嬉義塾の卒業生つまり福沢門下であり，郵便報

知新聞の社長で，改進党のブレインをつとめた人です。話の内容は，作良

義文と立花勝武，要するに「きくら」と「たちばな」，「文」と「武」とい

う日本の文武両道を体現しているふたりの人物が主人公になっています。

ヨーロッパで建造された巡洋艦が中国に譲り渡されるときに，中国人の海

賊によって奪われてしまうのですが，それを作良と立花らがさらに奪いと

って「浮城j つまり floating castle と名付けて，これを足がかりにアジ

アで活躍するという話です。森鴎外が序文を書いておりまして，ジュー

ル・ウ、、エルヌや，ダニエル・デフォーの『ロビンソン・クルーソ－j と比

せられています。

主人公の作良が部下たちに自分たちのこれからの目論見を語る次のよう

な一節があります。

諸君は，僅々三百余騎のコッサック兵を以て亜細亜全州に半ばするシ

ベリヤを略有し之を露帝に献ぜし英雄あるを知れりや，又た微々たる

一商会を以て印度の大半を略有せし人物あるを知れりや，又僅々二百

余人を以てメキシコの帝国を覆せし豪傑あるを知れりや，又六十余の

兵を以て白露の王国を侵略せし英雄，ピザロウ，あるを知れりや，今

ま我々一行は総員多きにあらざるも尚ほ百名の上に出づ。計画有も宜

きを得ば何ぞ大業を成すに難からん，

「白露」はペルーを指すらしいのですが，いずれにしても，ピザロウをは

じめとして，少人数で他国を占領することを，ひとつの英雄的行為と彼ら

は認識しているんですね。またさらに「我々今将きに全地球を探聞して無

人の地を席巻し日本に幾十倍するの大版図を拓いて以て之を陛下に献じ

我々請て其地を鎮めんとす，若し不幸にして日本の国力之を所有するに勝

へずんば，我々諸君と与に自ら其地に王たらん」とあります。天皇に献ず

るという言葉もありますが，むしろ「自ら其地に王たらん」というある種

(151) 



の夢が『浮城物語』の中心になっているといっていいと思います。

では，どこを占領するのか。主人公は，諸君は南洋諸島がいいというか

もれないが，南洋諸島はすでに所有権が決まっているのだと述べたあと，

「独り中央亜非利加の地，尚ほ蒙昧に属す，我々の櫨足を伸ぶべきもの実

に此地に在り。（中略）其の中間廿度より赤道に至るの間，三百万平方里

に余る国土（日本に幾十倍するの国土）は未だ定主のあることなし。是れ

天の我々に賜ふ所にあらずや」と言って， 自分たちが占領すべき場所はア

フリカ大陸の赤道から南緯二十度の領域だとして地図を示します。（図 1

参照）。マーロウが向かったコンゴ川流域は，まさにこの範囲に入ってい

ます。ただ，このすぐ後にはベルギー，フランス領になるはずの場所では

ありましたが，当時はまだ空白地帯であったわけです。

、また彼ら自身，南洋のいわゆる「土人」に対する差別を様々なカ冶たちで

示していくことになるので、すけれども，その一方て、 日本人の身体的コン
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兵とする，そして天皇の名代としてヨーロッパに外交談判に行くときに彼

らを連れていくのはどっだ， と言つんです。さらにもつ一方で、，世界で一

番美しいとされているトルコ領アルメニアの女たちを美人市場で買ってく

る，そうすれば，やがて日本人は，少なくとも彼らが名付けた海王島とい

う島とマダガスカル島における日本人種の子孫は「世界第ーの容姿端麗な

るものなりとの評判を後世に残さんはまたよからずやJ と言うんですね。

一方，福沢諭吉と明らかに違うのは，福沢が宗教まで西洋化すべしとい

う持論をもっていたのに対して，『浮城物語J では，オランダと戦って，

オランダの植民下にある王国を復活させようという発想を示している点で

す。物語中，ジャワで戦いが行われるんですが（もちろん実際にあった戦

いではありませんが），作良たちに指揮きれた王国軍がかろうじてオラン

ダに勝ちます。もっともそれを現地の人々への共感と理解するのは誤り

で，「我々今より横軽太（ジャワ）の地方に赴き，二王を助けて蘭人を東

印度諸島より放逐し，二王をして正統の位に復せしめん，然る後ち此地を

我々の保護の下に置き我が新版図のー附庸となさんも亦快ならずや」と，

オラン夕、、に代って領有権を主張していこうという発想、なんです。たとえば

作良の部下である語り手に近い視点人物は仲間から「果たして然らば子は

此国の神武天皇と為る積りなる子」と訊かれて，「然り，余は大日本の文

明を此国に輸入せし始祖なるが故に，後世我を議して文明天皇となすべき

旨を遺言せんとす」と，半ば冗談ではありますがこんなことを言うんです

ね。

南洋において「王たらんとすj ることが，少なくともこの『浮城物語J

における夢のひとつのスタイルであったわけです。このことを示す一枚の

挿絵があります（図 2 参照）。これはオランダとの戦いに勝利して王国が

復活し，そこに日本人が凱旋してくるようすを描いたものですが，ライオ

ンが先導するという異様な風景で， しかも象のうえに衣冠束帯姿の作良が

乗っています。この章には「象に乗る天満宮」というタイトルがつけられ

ていますが，天神様のスタイルが天皇のイメージを持つことは明らかでし

ょう。南洋に対する眼差しが，ひとつの夢としてそういう形で現れてきて
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図 2

いるといっていいだろうと思います。

資料に著者矢野龍渓の伝記（『龍渓矢野文雄君伝J 小栗又一編， 1930)

の一節をあげておきました。「八，九歳の頃，父から『ロビンソン漂流記』

を聴いて，子供心にどんなに魅惑されたか知れなかった。」また，世界地

図を見せられて，世界に雄飛すべきだということを繰り返し説かれたとい

うことが書かれています。このように，西洋におけるロマンティシズムや

エキゾティシズムを引用するかたちで南洋に対する眼差しが語られていく

という構図は，かなり典型的に日本人の眼差しのありょうを示しているの

ではないかと思います。

また『浮城物語』には西洋の近代科学に関するペダンティ ッ クな記述が

たくさん出てきます。 「ダイヵ」という人喰人種のことなどについても触

れられているんですが，それにはちゃんと「ロベルト氏の風俗誌中のも

の」というように，依拠している西洋の文献名が挙げられています。つま

り『浮城物語』における南洋への視線というのは，西洋における南洋への

視線を借りることによって成立している 。 しかも同時にその西洋を乗り越

えよう，取って代わろうとする意志をそこに仮託していくという構造をも

っているわけです。
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ほぽ同じ時代に東京府知事の意を受けて「南島商会」を設立しようとし

た田口鼎軒（田口卯吉）という，経済学者であると同時に文学者でもあっ

た人物がおりますが，彼の伝記『鼎軒田口先生伝』（塩島仁吉編， 1912)

のなかに鼎軒自作の「南征歌j というのがありまして，「おもへば桃源の

夢破られざるにひとし…輿地の図をひらき見よ 心細きは日の本／異邦

人はとくに 地を拓き民を植う…いざす、みて往かん 南のうみのはて

に／うつくしき島ぞある 我が民を移せよ J というわけです。南島経営と

いうことへの意志を示しているわけですが，ここで注目したいのは「おも

へば桃源の夢破られざるにひとしJ という一行です。ちょっと意味が取

りにくいんですが，すくなくとも南島が「桃源」というある種の幻想的な

領域と結びついている， という点に注目したいと思います。

南島に関しては矢野暢氏の『「南進」の系譜.］ (1975）がありますが，そ

こでは明治時代の南進論は一種のロマンティシズムであったということが

語られています。矢野氏は，明治の南進論は「いわゆる国権的なアジア主

義思想とは遠く離れた地平で唱えられていた」と述べていますが，先ほど

も述べましたように，明治20年代に多くの国権小説が書かれているという

ことを考えると，この評価はちょっと甘いかもしれません。ただ同時に，

大正期になって実際に南島を占領していく国家レベルの南進とは違う，あ

る種のロマンティシズムがそこにはあっただろうと思います。巽きんがき

きほど触れておられましたが，柳田園男・折口信夫の民俗学の問題，つま

り彼らが南島，特に沖縄に日本人のルーツを求めていくという問題ともつ

ながります。村井紀氏の『南島イデオロギーの発生』（1995）は， 日韓併

合などの問題に関わるかたちで柳田が沖縄を発見していしあるいはその

問題を隠蔽するかたちで発見していくといっということへの批判を展開し

ています。それはそれとして，やはり南島に対するある種のロマンティシ

ズムがあったからこそ，そうした民俗学的な視点が出てきたということは

いえるだろうと思います。

その後，太平洋戦争の前後に急激に南洋がクローズ・アップきれていっ

たのですが，こうした南洋への言説について川村湊氏が『南洋・樺太の文
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学』（1994）のなかで論じています。川村氏はそこで、南洋への眼差しのひ

とつの典型として『冒険ダン吉』をあげていまして，そこに作者・島田敬

三の託した夢を読みとっていくわけですが，島田敬三もやはり南洋で王に

なるという夢を語っています。川村氏はそれを一種のオリエンタリズムと

して捉えているのですが，そこまで拡大解釈しなくてもいいかもしれませ

ん。とにかく，無人島で王様になりたいという夢をそこで、語っているんで

すね。これもすでに指摘きれていることですが， 『冒険ダン吉』はつねに

時計をはめていました。南洋で裸でいるのに必ず時計を身につけている姿

を作者は描き込んでいて，この点は川村氏も指摘しています。そのあたり

に日本人の南洋における位置づけがみえるのではないでしょうか。

こうしてみていくと，ふたつのく東洋〉があるような気がします。それ

はたとえば，現実の東洋，つまり西洋的な植民地主義や南進論を引用する

かたちでの南洋への視線じそれとは次元を異にする一種の夢としての南

洋というこ重性がみてとれるわけですね。その現実と幻想、の落差という問

題に関わって，南洋に関するものではありませんが，夏目激石の『倫敦消

息.］ (1901）の一節を資料にあげておきました。これは激石がロンドンに

留学中に正岡子規に送った手紙を雑誌に載せたものですけれども，自分の

背の低きや黄色人種としての身体的・人種的劣等感が語られています。ま

さに，巽さんが先ほど仰った黄禍論とかかわる時期でもあるわけです。そ

の一方で、激石には『満韓ところどころ J (1909）という作品がありまして，

これは満鉄総裁の中村是公に誘われて満州・朝鮮を観てまわったときの記

録です。ここでは，クーリーが非常に汚いとか，鳴動連という人力車の一

団を見て「何れも鳴動流に汚いものばかりであった。ことに馬車に至つて

は，其昔日露戦争の当時，露助が大連を引上る際に，此侭日本人に引渡す

のは残念だと云ふので，御叩寧に穴を堀って，土の中に埋めて行ったの

を，チャンが土の臭を嘆いで歩いて，とうとう唄ぎ中て、，一つ掘っては

鳴動させ，二つ掘つては鳴動きせ， とつとっ大連を縦横十文字に鳴動させ

る迄に掘り尽したと云ふ評判のある（中略）泥だらけの馬車である j とい

うわけです。これは先ほどのピエール・ロティの失望の問題とどこかでパ
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ラレルになるのかもしれませんが，西欧人に見られるという自己認識があ

らわれた『倫敦消息J と，東洋を見る『満韓ところどころJ の眼差しとの

間に， i軟石がさまざまに語っている中国の南画や漢詩文の世界への憧れが

挟まっていくとすれば，激石にとって中国や東洋とはいったい何だったの

かという問題がでてきます。むしろそこに激石のオリエンタリズムが見え

てくるのかもしれないと思います。

このあとに， 日本の中で析出されてくる幻想、の東洋という問題があるの

ですが，ひとまずこのあたりで終わらせていただきたいと思います。

巽：

ありがとうございました。松村さんのお話は，ふたつの東洋，現実の東

洋と夢としての南島というものの対立を設定されて，いわゆる東と西とい

う単純な二項対立では立ちゆかなくなっていることを，泉鏡花から夏目激

石まで引用されてひじように面白くご説明されたと思います。

それでは，富山太佳夫先生に移っていただきたいとおもいます。宜しく

お願いします。

富山太佳夫

今年のいつでしたか巽さんから電話がありまして，それで，資料もきち

んとそろえた話をしてみますと申しましたら，それはよけいです，細かい

話はしないでいい，大きな話のほうがいいと言われまして，大風呂敷を広

げるんですかと訊いたら，「大風呂敷よりも，パラシュートぐらいのほう

がいいj という要請がありました。ですから，今日お話しするのは，資料

をあげて何かのテーゼを明瞭に論証するというやり方ではなくて，これか

ら資料を読み，データを分析していく際に役に立つような枠組みを提示す

るという作業になるかと思います。そのなかで，エキゾティックなものが

どのようにイギリスと絡んで浮上してくるのか， という問題を考えてみよ

うと思います。

エキゾティックという言葉は英語の場合でも非常に意味がはっきりして

いまして，最初に「外国のもの，外国から来るもの」という意味を持って
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います。たいへん珍しいもの，人をび、っくりさせるもの，いわゆる異国情

緒と訳きれるようなものが，この意味の周辺に集まっていきます。そうい

う意味で，エキゾティックなものとは，驚異を引き起こすもの，あるいは

驚きを与えるもの，ロシア・フォルマリスト流にいえば非日常化を引き起

こすものという言い方もできると思います。そこからひとつの方法とし

て，たとえばエキゾティックなものの本体は，フロイトの言った「不気味

なもの」と似ているのではないかという議論ができるだろうと思います

し，あるいは思いきり新しい方に話を持ってきて，クリステヴァが『恐怖

の権力J のなかで言ったアブジェクシオンというものと，ある部分重なる

ところを持っているのではないかという議論もできるでしょう。これにつ

いては， うまい具合に先ほどの松村きんの話とも重なりますが，コンラッ

ドの『閣の奥』を使って，こういう部分ではないかということを説明した

いと思います。あるいはもう少し遡るというか，話を拡大して，比較宗教

学で使います「聖なるもの sacredj という概念に眼を向けることもでき

ます。この概念を使つことによって，エキゾティックなものが持っている

魅力とある種の嫌悪感というのを説明することもできるだろうとは思いま

す。しかし，今日取り上げるのは，エキゾティックなものの何らかの心理

学ではなくて，だいたい1880年代から 1910年ぐらい，つまり明治10年代の

末から 20年代以降の 2 ～30年聞のイギリスにとって，エキゾティックなも

のとはどういうものだ、ったのか，そしてそのエキゾティックなものをイギ

リスの人々はどのようにして自分たちの日常のなかへ取り込んでいったの

か，つまりエキゾティックなものを日常化するメカニズムとはどんなもの

fごったのかという点です。今風にいえば，エキゾティックなものを日常化

するディスコースとは何であったかという部分に話を絞ってみたいと思い

ます。

それだけのことを前置きとしまして，本題に入ります。まず1880年代以

降，だいたい明治10年代から 20年代以降のイギリスの問題を考える場合

に，最初に念頭に置かなければならないのが，ハンドアウト一枚目の地図

です。われわれの地図感覚を念頭におくとすぐわかりますが，イギリスの
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人々はイギリスを世界地図の中心に持って来るんです。ちょうどわれわれ

日本人が唐辛子のよフな日本を真ん中において，右側に太平洋があって，

その右側にアメリカがある，そして左に行くとアジア大陸があって， ヨー

ロッパがあるとするのと同じです。われわれにとってはチリなんてとてつ

もなく遠い国で，オーストラリアは近い国なんですね。ところがヨーロッ

パの国の人々にしてみれば，世界地図の中心はヨーロッパで、あるわけで

す。イギリスから見ますと，カリブ海つまり西インド諸島と東インドはほ

ぼ等距離にあります。アルゼンチンのほうで何かことがあると，例えばフ

ォークランド島にイギリスが出かけていく。意外と距離的に近いんです。

もし私が19世紀のイギリスの裁判官で，犯罪者を流刑にするという仕事に

絡んでいましたら，地図を見て，必ずオーストラリアかニュージーランド

に送りますね。一番遠いんですから。この地図で見ると日本が極東， Far

East と呼ばれる理由も一目瞭然でしょう。まずこの地図を基本に置かな

いと，ヨーロッパのエキゾティシズムというのは論じられないだろうとい

うことを申しあげておきます。

イギリス人，具体的に言えばイングランドのロンドン周辺の人たちが一

番エキゾティックなものを感じやすいというのは，最初の段階では外国人

に対してでしょう。その外国人と接触する機会が，イギリスの外に出ない

となかったかどうか。この点にひとつ触れておく必要があります。たとえ

ば19世紀の小説家であり，ロンドンの歴史も書いているウォルター・ベザ

ントが，ちょうどコンラッドの『閣の奥J が出たのと同じ年， 1899年に

『イースト・ロンドンJ という作品を発表しています。ロンドンのイース

ト・エンドとはテムズ川下流でドックなどがある場所，つまりドックがあ

りますから船員というかたちで世界中から外国人が来る場所ですね。この

作品から，そこに「ロシア人，ポーランド人， ドイツ人，オランダ人，ノ

ルウェ一人，スウェーデン人，デンマーク人，ベルギー人，フランス人，

オーストリア人，ハン方、リ一人，イタリア人，スイス人j など，これだけ

の人種が入っていることがわかります。

その一世紀前のワーズワースの『序曲』という自伝的な長編詩の第七巻
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に，彼のロンドン体験を描いた一節があります。 この詩集の出版は1850年

になっていますが，書かれているのは18世紀から 19世紀のちょうど転換期

あたりのロンドンです。 ベザントからほぼ一世紀前のロンドンには， “ all 

specimen of man, all the colours，，が見られるなどと描かれているように，

すでに人種の柑塙に近い状態があったわけです。 論理的に考えてみます

と，他人種との接触によ っ てエキゾティ ッ クなものを感ずるためには，別

に国外に行かなくてもよかったという状態が，すでにイングランドには存

在したということです。このことを念頭において，次に進みたいと思いま

す。

的を絞りたいと思いますが， 日本でもときどき言及されますけれども，

1885年にロンドンで『ミカドj というギルパートニサリヴア ンの コミ ッ

ク・オペラが上演きれまして，大変な人気を呼びました。これが，イギリ

スのジャポニスムというのがひじように明瞭なかたちで浮上してくるきっ

かけとなります。 このオペラはサヴ、ォイ劇場で公演されまして，そのポス

ターをハンドアウトに載せておきました。 また後の研究者レズリー・ベイ

リーの本には， 日本に絡んでいればとにかく何でも不思議で、，ロマンティ

ッ クで，好奇心を刺激し，わくわくさせるものだったと， 日本のものに対

して典型的な異国情緒を感じたとい

うことが述べられています。また

『ミカドJ が上演された1885年に，

ロ ン ド ンでジャノマニーズ ・エキシビ

ションというのがナイツブリ ッ ジで

聞かれまして，これが大評判になっ

た。 それならというので，ギルパー

トニサリパンが目をつけて，『ミカ

ド』という劇をつくったのです。 し

かし中身はイギリスの官僚制度に対

する批判ですから， 日本の帝がでて

くるわけではありません。 イギリス
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人に日本風の衣装を着せたり， 日本風の態度を取らせたりするというのが

大変受けました。これは図版を見ていただくと一番わかりやすいのです

が，なんでまたこうも長い万を持つのか，衣がどうしてこうなるのか，ま

た金太郎じゃないんだから銭を担がないでほしい，という格好をしている

わけですね（図 1 ）。エキゾティックなものといったときにこういうイメ

ージが最も強く出てくるということです。これは非常にわかりやすい例で

すが，つまりエキゾティックなものがイギリスに入ってきた場合，イギリ

スのなかの様々な品物あるいはイデオロギーじ外から入ってくる様々な

もの（イデオロギーというよりは日本的なモノ）が交差するところにエキ

ゾティックなものが成立しているわけです。ただ外国のものを持って来く

ればすむということではないんです。イギリスの枠のなかに， 日本的なも

のを埋め込むこと，ないしはクロス・オーバーさせることによってエキゾ
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ティ ッ クなものを出現させてい

るんです。 少し言い方をかえれ

iま，エキゾティ ッ クなものを飼

い慣らすような作業が，それを

感じとる作業と併行して，すで

に行われているのです。

『ミカド』があまりにも流行つ

だものですから，その 3 年後の

1888年に『パンチJ という大変

有名な雑誌がほぼ20回にわた っ

て“OurJ apanneries”という変

なタイトルで， 日本のエキゾテ

ィ ッ クな風物を紹介するという

シリーズを連載しました。 とこ

ろが見ていただきますと，これがまた純粋に日本ではなくて，両方の混靖

です。 たとえば海水浴場を描いた絵（図 2 ）では， 日本的な橋桁などはあ

りますが， 日本ではまず絶対に見られないものがあります。 たとえば絵の

なかに Parade とありますが，これはイギリスの海水浴場に必ずついてい

る散歩のための遊歩道のことです。 それから極端なものでは，草壁をはい

ている顔の黒い人物がいますが，これは当時のイギリスの海水浴場でみら

れたミンストレル・バンドのパロディです。 またその上のほうに箱があり

ますが，これは水浴機械といいまして，車輪がついています。 これは女性

の海水浴用のもので，当時女性は肌を見せるわけにはいきませんから，こ

のなかに女性が入っ て，そのまま深いところまで引 っ張っ てもらい，それ

から海に入って，少し泳いで，上がっ てくるためのものです。 もちろんイ

ギリスは変わっ た国ですから，当時でも裸で泳ぐ人はいるわけですが，イ

ギリスの癖として，裸で泳ぐことは「フランス的風習」と呼んだりしてい

ます。 どうもこの国には，悪いことはすべてフランスに持っ ていく悪い癖

があります。 きて，この絵は構図的には，たとえば橋などは日本的です
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が，しかし当時のイギリスの海水浴場のピア（遊歩桟橋）を念頭に置いて

いるんです。これは日本的なものとイギリスのものが完全にクロスしてい

る例ということになるでしょう。

また狩りの情景を描いた絵では，遠景は明らかに日本の風景ですが，狩

りの様子は明らかにイギリスのハンターたちの風俗を模したものです。さ

らにスギリスの国会で与党と野党のあいだで大乱闘が起こった場面を相撲

で表わしている絵（図 3 ）があります。しかも相撲取りはまわしではな

しなんとも言いょっのない衣装をつけています。膝のところにふさのつ

いたインディアンの衣装のようですね。この絵には「下院でおこなわれた

タイムズダすクライムズJ というキャプションがついています。これはアイ

ルランドの過激派と言いますか，独立党を率いたパーネルの手紙を偽造し

たものが『タイムズJ 紙にのるという事件がありまして，その調査が行わ

れているときのものです。実は， 日本に関する特集のうちの何枚かは，こ

のパーネル事件をめぐる国会での論争を扱っているんです。そうします

と， 日本の小物・風俗を使いながら，取り上げられているのはアイルラン

ドのパーネルの手紙偽造事件だったということになりますね。つまり，パ

ーネルが過激派と連動していたということを示す手紙が『タイムズ』に発

表きれ，パーネルが決定的なダメージを受けるのですが，それが実は偽造

であったということを審議する国会の論戦というか，乱戦の様子を， 日本

の風俗を使って表わしている。この絵はひとつひとつ見ていくと面白いの

ですが，万が異様に長いということは，先ほどの『ミカドJ の写真とも類

似しています。ある部分がひじょっに極端に強調きれ，デフォルメきれる

ということです。

「ドーバー海峡を横切る」という絵（図 4 ）では，上のほうにロンドンの

ヴィクトリア駅がありまして，下の方にはフランスのカレーがあります。

途中船を風神が思いきり吹きあげています。これもよくわけがわからない

絵ですね。ここまでくるともっ，エキゾティックなものを感ずるしかな

い。この『パンチJ の挿し絵は一貫してリカ・ジョコという人が描いてい

ます。この人の経歴はまだきちんと調べていませんが， 日本特集が売れた
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ので「リカ・ジョコのパントマイム」という次の連続のシリーズが出ま

す。これもまた日本のことを描いているのですが，その中に「妖精の女王

の館J （図 5 ）というのがあります。背景は日本ですが，女性つまり妖精

がたくさん群になって描かれるというのは，ヴィクトリア朝にひじように

好まれた図柄です。真ん中に描かれた女王が，着物をきて，裸足でバレエ

を踊っていて，右下には蝶々の羽のついたドレスを着て踊っている女性も

いる。こういうかたちで日本のものが，ヴィクトリア朝の人々の頭にあっ

た妖精の風景とクロスさせられているんですね。今見てきたのは，エキゾ

ティックなものがイギリス国内に引き込まれて，二つの国の文化が交差

し，そのなかでエキゾティックなものを出現させながら，ある意味で中和

していくという発想ですが，今度は極端に反対のものを見ていきたいと思

います。

その極端に反対なものとは，イギリスの外へ出て，そこで，イギリスの

なかでは全くあり得ないよ 7 な事態に遭遇していくことです。しかも遭遇

したものを，言葉でうまく規定できないような事態。この典型的な状況，

極端な状況を描いたのがコンラッドの『閣の奥』という作品ということに

なるでしょう。作品中に出てくる言葉を見てみましょっ。たとえばマーロ

ウの船がアフリカの川（コンゴ川ですが）を遡ってゆくと，「泥沼j のよ

うなところがありまして，「森」がある，それから「ひじように野蛮なも

の」がある。しかもその「野蛮なもの」は“the savagery”といっていま

して，具体的に「野蛮な何か」ではないのです。“The savagery”が彼を

取りまくというような言葉でしか表わせないような事態にマーロウは直面

するわけです。また他には，「ジャングルのなかで嚢いている何か神秘的

な野性の力」という表現を使っていますし，さらに“in the hearts of wild 

men”という表現があります。ここでは，野蛮人というニュアンスの他

に， ヨーロッパの中世からある“wild man”という連想がここに出てきて

しまうんです。こうした状況全体を，つまりマーロウが船でコンゴ川を遡

っていくなかで出会う異様な状況をこのように説明し，その本質を「おぞ

ましいものが持つ魅力J と表現しています。たぶん『閣の奥J という作品
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の核心にあるものは，この一語で要約できる。そして，この言葉は，たと

えばクリステヴァのアブジェクシオンという概念と比較的近い場所にある

はずです。つまりここでコンラッドが接しているものは，言葉を越える，

あるいは表象を越える何かでありまして，同じエキゾティックなものとの

出会いでありながら，先ほど見てきました『パンチ』の挿し絵とは全く違

った世界があるということです。

この両極端の中間に，様々な出会いのかたちがあるだろうし，それを

様々なかたちで分類することができるだろうと思います。たとえばイギリ

スの女性てコイザベラ・バードといつひとがこの時期日本に来ていまし

て，アイヌの世界にまで、入っています。そのイザベラ・バードの日本旅行

記のなかに入っている挿し絵を見ていただくとすぐ解りますが，富士山の

挿し絵が富士山ではなくて実はほとんどアルプスのマッターホルンかなに

かの形に描かれているんです。それから風景を描くとなりますと，富士山

を描いたもう一枚の挿し絵では，前景に 2 本の木があります。そして中景

の藁葺きの家がありまして，遠景に富士山がある。ロマン主義の時代の英

文学を研究している方にはすぐわかると思いますが，これはピクチャレス

クの典型的な図柄なんですね。つまりイザベラ・バードは日本に来ている

けれども， 日本に来なかった挿し絵画家がバードの文章を基にして風景を

描くときに，富士山をみる枠がほとんど自動的にピクチャレスクの枠にな

ってしまっているんです。これはひじように大きな問題に展開する可能性

があります。実は，激石が描いている水墨画のなかに，これに近いものが

あるんですね。前景に木が 2 本，中景に家があって，後ろには水墨画の風

景が描かれている。この構図はどうみてもピクチャレスクなんです。さら

につけ加えて申しあげますと，ワーズワス以降のロマン派の詩人たちの自

然を見る目というのは，実は自然を見ていないんですね。ピクチャレスク

という枠で自然を見ているんです。自然をうたった詩というのは，実はピ

クチャレスクという枠を通して見られた特殊な自然だったんですね。だと

すると，ロマン主義の自然描写とはいったい何なんだという問題がおこり

ますし，それを模倣した日本側の作家たちの思い描いた自然とはいったい
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何だったのかという，ひじように大きな問題に展開する可能性があるんで

す。このように話を展開していきますと，エキゾティックなものからロマ

ン主義の域へ一気に遡ってしまいますので，話を戻します。

いずれにしても，たとえば『ミカドJ の広告のポスター，あるいは『パ

ンチ』の挿し絵の横に，こんどはイザべラ・バードの本の挿し絵を置く。

きらにコンラッドを置く。こうした作業を積み重ねていきますと，実証性

のかなり高いレベルの仕事がすぐに見えてくるだろうと思います。これに

ついてはいくらも資料を呈示することができるでしょっし，図版の分析も

できるでしょうし，面白いことはあるんですが，単純といえば単純ですか

ら，その話はこれくらいにして，今日の本題にはいります。

今日の本題といいますか，今，私自身一番関心があるのは，こうしたエ

キゾティックなものに触れたとき，それを中和するメカニズムなんです。

いったいどういうかたちでイギリスの人々はこれを中和していったのか。

そのひとつの方法は，先ほど申しましたように，外国にあるものをイギリ

ス国内に持ち込んで来て，ふたつの文化をクロスさせる方法でした。もう

ひとつ典型的なものとして考えられるのが，実は冒険小説なんです。

1870, 80年代からきかんにイギリスで出始めた冒険小説というのは移しい

量にのぼります。しかも子供向けの雑誌がたくさんありますから，その数

はとても確認できるものではありません。 1860年代だったと思いますが，

『オールド・ジャック J という水兵の物語がありまして，作者は W.H.G.

キングストンという人です。キングストンといっ作家はだいたい百冊以上

書いていますが，そのほとんどが海洋冒険小説で，舞台は世界中に及んで

います。こうした作品がつぎつぎに書かれていくわけです。『オールド・

ジャック J はたいへんよく売れた小説ですが，この作品では南太平洋に出

かけた捕鯨船に乗っているという設定です。英米文学を研究しています

と，ここですぐに思い浮かぶのがメルウV ルでして，彼も『タイピー』と

か『オムー』という作品でタヒチ島あたりを扱っておりまして，そこでタ

ヒチの社会に対してヨーロッパ人の典型的なユートピア幻想、を投射する。

そして主人公たちがその社会をさんざんにかき乱して逃げるという作品を
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書いていますけれども，イギリス側でもこうした作品が書かれていたので

す。キングストンのこの作品のあらすじを詳しくお話しませんけれども，

一応こうした作品があることを念頭において下さい。

代表作をひとつひとつ説明するよりも，量でいくはつが早いかと思いま

して，以下にちょっと変わった本のリストをあげておきました。これは

「植民地の前哨地点で書かれた物語」というシリーズなんですが， じつは

これは fブラックウッズ・マガジンj という， 19世紀イギリスでは最も重

要な総合文芸雑誌に載った冒険小説，あるいはさまざまな地域の官険のエ

ッセイを集めたシリーズです。全部で12冊あるんですが， 1930年代に出て

おりまして， 19世紀の末から『ブラックウッズ』に載った作品を集めたも

のです。第 1 巻が「大英帝国のフロンティア」，第 2 巻が「大英帝国で行

われた戦争」，第 3 巻が「国境線の物語」，第 4 巻が「パイオニアj，第 5

巻が「果たすべき義務」，第 6 巻が「海の物語j，第 7 巻が「戦士の物語J,

第 8 巻が「ジャングルの物語」，第 9 巻が「アフリカの物語J ……とこの

ように続いていきます。なぜこのリストを持ってきたかと申しますと，実

は『閣の奥J という作品が1899年にこの『ブラックウッズJ に発表きれて

いるからです。『閣の奥J という作品の前後には，大英帝国のフロンティ

アにまつわる面白おかしい話とか， とにかくイギリスの人聞が勝利を収め

る話とかがたくきん並んでいるんです。単純に申しますと，コンラッドが

書いた『閣の奥』には笑える場所はーカ所もありませんが，実はこういう

海洋物語のパロディとしても機能しているんです。従来我が国の研究のな

かでは，これはヨーロッパの学者も同じですけれども，コンラッドの『閣

の奥J のみを取り出して扱ってきました。しかし，こういうコンテクスト

のなかでコンラッドの作品が初めて雑誌に載ったといつことは，かりにコ

ンラッドのパロディの意図がうまく出ていなくても，編集者は当然知って

いるわけですね。そして『ブラックウッズJ に載せているわけです。その

なかで『閣の奥』という作品がいかに異様なものとして，それにもかかわ

らず冒険小説として読まれたかが，理解していただけると思います。

また， 1880年代から 20世紀のはじめのイギリスの本では，しばしば本の
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最後にその出版社の広告が載っています。そもそも子供向けの冒険小説に

なりますと，ビプリオは完備していませんし，その実体がうまくつかめま

せん。だいたい1900年のイギリスの一年間の新刊図書の刊行点数はほぼ 1

万点です。そういう書籍組合のリストを調べた研究がありますが，そのな

かで児童向けの文学はかなり大きな比率を占めているわけです。といって

も，これは単行本だけの数です。今も申しあげた通り，その全体像はとて

も確認できないんですが，いくつかリストは見ることができます。そのひ

とつがアクティヴ・サーヴィスと呼ばれるもので，これはネルソンという

たいへん有名な出版社が出しているものです。そのなかには『トラファル

ガーの海戦J，『水兵の自伝J それから『ライフル旅団の冒険J や『ロマン

スと交易の話J などがあり，見ているだけでどれだけ移しい量の冒険小説

があったか，すぐに見当がつくと思います。

ほかに G.A. へンティという作家のリストがあります。この作家も今で

は読まれませんが， 1880年代から出はじめまして，一番新しいテキストで

私が確認していますのは1950年代のものです。去年私は 1 年間エディンバ

ラにいまして，できるだけ地元の人にインタビューしていたんですが，だ

いたい60代の人になりますと， 2 冊か 3 冊はへンティの作品を呼んでいる

んです。けれどもへンティが85冊も書いていることは知らなかったと言っ

ていました。いままでに私が集めたのは76冊なんです。あと 9 冊に執念を

燃やしていまして，エキゾティシズムなんてどフでもいいわけで，今はさ

し当たりその 9 冊をどうやって手に入れるかが大変なところです。

へンティの著作は，へンティの本だけで装丁が決まっていまして，それ

でシリーズが出ておりました。キングストンもキングストン・ライブラリ

ーというかたちでシリーズが出ています。このふたりは親交がありまし

た。へンティの本のタイトルをいくつか見ていきましょう。まず最初は

『ワーテルローの戦いJ の話です。その次が『古代エジプトの話J，『イン

ド帝国の出発点J，そして『ロシアのニヒリストの話』があります。これ

は1890年代の作品です。ということは，冒険つまり子供向けの作品の著者

にロシアのニヒリストを扱った作品があり，従って当然それに関する情報
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がイギリスにあったということです。実際にオスカー・ワイルドの最初の

芝居の『ヴェラJ は，ロシアのニヒリストを扱った作品でした。ちなみに

オスカー・ワイルドの友人であったステプニャークはニヒリストのひとり

です。その次は例のウェリントンが出てくる『ウェリントンの命令J，そ

れから『ハンニバルの冒険j と， もう手あたり次第なんですね。次に『ネ

ーデルランドの戦いj，『ヴェニスの話J，『スコットランドとイングランド

の戦いJ，『カリフォルニアのゴールドラッシュの話J，『イギリスの復興期

の話』，また『ワット・タイラーの反乱J，インカ帝国を扱った『ペルーの

冒険の話J，それから『ロパーツとともにプレトリアへJ という小説はボ

ーア戦争の一部をあつかったものなんです。つまり世界中をまたにかけ

て，しかも歴史をまたにかけて85冊書いたんです。またへンティに関して

作品数がはっきり確認できないのは，短篇がかなりありまして，特にクリ

スマスに出るギフト用の本などに作品を書いているほか，自分で編集した

本もあるからです。そうした本も一応集めてはいるんですが，なかなか詳

しいことは確認ができません。

このようにひじように多くの冒険小説が書かれているわけですが，もう

少し具体的にその一部を見ていただこうと思います。へンティの『シーク

戦争J という作品がありまして，作品中にはだいたい13枚の挿し絵が入っ

ています。この作品の序文は，“My Dear Lads，，で始まっていて，つまり

少年向けのものであることがわかります。そしてこの文のなかにいかに多

くの「戦い」という言葉とか，「征服」という言葉が出てくるかというこ

とに注目していただきたいのです。一貫してこのように書かれていくわけ

です。また『ロパーツとともにプレトリアへ』という作品では，ロパーツ

はイギリスの軍人で，プレトリアとは南アフリカの一部ですが，序文では

「戦争に絡む話」と述べられており，戦争の歴史的事実が少し説明されて

いまして，戦争の最後の段階では「この戦争は最後にボーア兵のいどむゲ

リラ戦へと堕落していった」と書かれています。つまり戦争が「堕落j す

ると。こんな表現があるのかと思いますが，実際このように書いているの

です。余計なことですが，このボーア戦争は1899年から始まりましたが，
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20世紀の戦争史上もっとも重要な意味を持ってくる理由は，ここで初めて

ゲリラ戦が行われたからです。ボーア軍側がゲリラ戦を行ったんですね。

それに対抗するためにイギリス側がボーアの女性・子供・老人を強制収容

所に閉じこめました。つまり強制収容所を最初に発明したのはイギリス軍

というわけです。こういうところを語る作品をブリティッシュ・ボーイズ

に読ませたいといつのが，へンティの願いでした。

『ロノ〈ーツとともにプレトリアへJ の冒頭では牧師の子供が出てきまし

て，銀行に貯金していたんだけれども，銀行が破産したというところから

話が始まっています。最近日本でも似たことが起こりますから，いやな感

じがしますね。その子供はラグビー校一一典型的なイメージです一一に通

っているが， もう学校に戻してやることができない。この事態に対してど

のように対処するかというと，「雄々しく対処しなければならない」と，

こういう発想で一貫しています。この他の作家として，松村きんのプリン

トを利用させていただいて，へンティやキングストンと並んで最大の冒険

作家といえば『珊瑚の島』を書いたバランタインがいまして，この人も

100冊ちょっと書いています。それからアーサー・ランサムに関して言え

ば，宝探しのパロディ小説まで書いている人です。一番有名なのはもちろ

んスティヴンスンの『宝島J ということになります。日本では『宝島』や

『ピーター・パン』はよく知られていますけれども，その背景にはまだ日

本の英文学者が手を付けていない，またイギリス・アメリカの学者もほと

んど手を付けていないこの分野の膨大な量の作品があるということがわか

ります。これを見ていかないと，もちろん大英帝国とイデオロギーといっ

た問題の実際の場面はわからない。が，今回はその話はしません。．

きて，冒険小説のなかに何が書かれているかというと，もちろん戦闘の

場面です。特によく出てくるのが原住民と海賊なんです。原住民と戦う，

海賊と戦う。そこで何を描くのかというと，勇気と男らしさと犠牲の精神

です。ひじように単純です。もちろん女性は排除きれます。こういう冒険

小説のなかには，強い者が生き延びるのだという社会ダーウィン主義の発

想、が入っていることは間違いありませんし，あるいはクリスチャンであり
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ながら同時に身体も強くなければならないというマスキュリン・クリスチ

ャニティ，これはちょっと茶化して「筋肉キリスト教」と訳していますけ

れども，こうした発想も入っているんですね。同時にこの冒険小説のため

に選ばれる舞台が大英帝国の全領域に広がっている。そこで冒険小説の主

人公たちが接触するものは，ある意味で、エキゾティックなものなんです。

もちろん風景の描写がでてきますし，動物も出てきます。そのなかで勇気

を持って戦いに勝つ。こうしてエキゾティックなものを大英帝国のなかに

組み込んでいくという発想なんです。このようにエキゾティックなものを

解体していくという方向が，冒険小説に内在するイデオロギーとしてあっ

たいうのも，ひとつの面白いポイントになると思います。

エキゾティックなものを解体し中和するひとつの方法が冒険小説だった

としますと， もうひとつの方法は地図を作るという作業です。もちろん地

図を作るためには現地に行かなければならない。また地図に空白がたくさ

んある場合はひじように魅力的になりますし，エキゾティックなニュアン

スも持ってきます。しかし同時に地図を作ることによって，その土地の詳

しい形状，あるいは都市や村落のあり方，そして生活のある部分がみえて

くると，ある意味でエキゾティックな部分が消えて行くわけです。地図は

そうした両面性を持っていると思いますが，これも全く偶然ですけれど

も，松村きんと同じく地図の話を準備しておきました。つまり，地図を作

ることによって未知の空間を既知のものにする傾向があったであろうとい

うことを論証するために，いくつかの例をあげてみます。まずスティヴン

スンの『宝島J です。これは岩波文庫に入っていますが，その序文を見て

みましょう。その中でスティヴンスンは完全に地図にこだわっていて，

『宝島J そのものの主要部分は地図であると述べています。また先ほど松

村きんが引用されたコンラッドの『閣の奥』からの例と同じ部分，「僕は

子供の自分から，大変な地図気狂いだったJ をあげておきます。つまりス

ティヴンスンとコンラッドが，地図に関する情熱を共有しているわけです

ね。またトマス・リチャーズというアメリカの若い研究者の書いたたいへ

ん面白い本がありまして，帝国主義というのは情報帝国であるという主旨
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のものです（『帝国のアーカイヴJ, 1995年）。ヴィクトリア時代のイギリ

スには猛烈な量の情報があって，その情報集積の代表が『オックスフォー

ド英語辞典』なんです。さまざま事項をふくむ百科事典もあるし，政府の

調査記録もある。国勢調査の記録や統計記録を分類するというシステムの

象徴となったのが，たぶん大英博物館であろうということです。もちろん

大英博物館もものを集めすぎて，コントロールができなくなってきます

が，こういう点を指摘したたいへんおもしろい本です。このなかでリチャ

ーズがこだわっているのが，実は地図化の作業なんですね。地図を作るこ

とによってその土地の形状を知り，そのことが政治的な視野へつながって

いく。その代表的な作品としてキップリングの『キムJ という作品がある

でしょうと論じていくわけです。それはその通りだと思います。

地図に必要な「測る J という作業，数量化するという作業は，未知なも

のを既知なものにするためのもっとも手軽な手段ですが，こうしたことを

念頭に置いて『閣の奥J の一節を見てみましょう。マーロウ船長が船会社

に行きますと，そこでまず医者が出て来るんですね。何をするかという

と，いきなり頭を測るわけです。頭を測る定規を持ち出して頭のあちこち

を測り，ノートを取る。最後に頭蓋骨を測るんですね。これは骨相学のや

り方と同じです。同時にロンブローゾに代表される犯罪人類学と同じやり

方でもあります。頭を測って，その形状・大ききによって人の性格を決め

ていくというのは，実は地図作りと同じ手続きです。このふたつの作業を

コンラッドは『閣の奥』に書き込んでいるわけです。さらに言いますと，

コンラッドはロンブローゾをよく知っていました。実際に f密偵』という

作品の最後の部分では，ロンブローゾの名前がはっきりと出てきます。コ

ンラッドとロンブローゾの関係は研究史上ではもう常識であり，定説にな

っています。「測る J ことによって既知のものにしていく作業が，地図だ

けでなく頭を測る作業にも出てくる。こうした作業によっても捉えられな

い部分にのめり込んでいったのが， クルツといっ男です。そして彼はアフ

リカという閣の中に飲み込まれていくのです。

さらにこうしたことを説明するために，またきらに別のポイントを指摘
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する必要がありますので， もうひとつ別の例をあげます。これまでのとこ

ろでは，エキゾティシズムを中和するメカニズムの例を冒険小説と地図化

に求めました。もちろん『宝島』のように，冒険小説のなかに地図が入っ

ている場合もありますが， ともかく冒険小説と地図化のふたつのポイント

をあげました。これからお話しします点は，ちょっと意外かも知れません

けれども，実は1880年代から第一次世界対戦くらいのイギリスの文学史を

見てみますと，極めて特徴的なことがあります。それは何かといいます

と，農村文学がひじように多く書かれるようになるということです。イン

グランドの農村の風俗とか習慣を描いたり，あるいは農村を旅するという

作品がひじようにたくさん書かれはじめるんです。もちろん農村はそれ以

前からあったわけですけれども，農村を旅するとか，農村の風俗を書き込

むということが，ひとつのジャンルとして成立するようになるのは，たぶ

んヴィクトリア時代の後期からだろうと思います。そのことが念頭にあり

ますと，ハーディの『テス』という作品のなかで，農村を旅するアレック

という男性が出てきたり，村のお祭りの様子が描かれているのがひじよう

によくわかる。こうした農村文学の関心のポイントは，故郷，ホームで

す。ハウスではありません，「ホーム」なんですね。そしてホームを与え

てくれる村（ヴPィレッジ），さらにハウスではなく，コテッジという言葉

で表わされるもの。ヴイレッジとコテッジ，ホームというものを並べてみ

ると，これに関する強烈な欲望が浮上してくるのが，実は冒険小説が成立

し流布しはじめた時代と同時期だといつことがわかります。

その典型的な例をふたつあげます。ひとつは唯美派の批評家として文学

史に名を留めているウォルター・ペイターの自伝である「家の中の子供」

のなかの文章です。ペイターはフローリアンという主人公に次のように言

わせています。「さまざまの初律を重ねた後，私は，イングランドの人間

にとってはサリーとケントのある部分こそ当然ながら真の風景であり，真

の故郷の土地であるのだと思うようになったのだが，その理由には，ひと

つには，ハリエニシ夕、の茂みの下の黄色い砂のもつある種のぬくもりと，

雨のあと丘陵の谷あいにかかる，疲れた眼に心地よい，それより南では見
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られない淡いブルーの霧にあるだろう」とありますが，ここにでてくる

「イングランドJ は絶対にイギリスとは訳せません。つまり村落形態でも

イングランドの北，つまりワーズワスが住んでいたカンノ〈ーランドのあた

りと，ロンドンの南側ではまったく違うんです。イングランドの人にとっ

て神話の対象になった「村」というのは，ロンドンの南なんです。決して

北の方ではない。ましてやスコットランドの村ではないんですね。

次に戯曲『ピーター・パンj の第四幕冒頭の説明を見てみます。ここに

「地下のホーム」というのが出てきます。その前はネウホアーランドで，こ

れは所詮空想的な話だから，空飛ぶ家の次は地下に行くだろうと想像でき

るわけですが，ただ時代から考えてみると，この「ホーム」はそう簡単に

は読みとれない。しかも『ピーター・パン』は象徴的な解釈を許す作品で

す。「子供だけが集まる地下のホームがあって，インディアンたちがそれ

を守っています。 j 何から守っているかというと，パイレーツつまり海賊

からなんです。そこに入るためには穴のあいた木をくぐっていかなければ

いけない。これもまたヴイレッジ，コテッジ，ホームへの強烈な欲望の子

供版空想的変型と思えるのです。

こうした記述に共通した特徴は何かというと，戦いがないということ，

そしてエキゾティックなものが一切ないということです。戦いが一切拒否

きれているのです。その意味ではちょうど冒険小説の裏返しになっていま

す。実際にシャーロック・ホームズものを見ましでも，この時期は海外で

お金を設けた人が田舎に屋敷を買って帰るという話がいくつも出てくるわ

けです。そのときの大きなモチーフになるのが， もう経済的な戦いをしな

くてもいい，現地の人間と戦いをしなくてすむ，安らかに憩うことができ

る，優しい自然がある， ということです。そうしますと，このような世紀

末の田舎への関心をロンドンの中流階級の単なる願望とは片づけられない

だろうという気がします。しかもこの同じ時期にイギリスではフォーク・

ソング，つまり民謡の採集が始まります。それからナショナル・トラスト

という環境保護の運動も始まる。同時に古い建築を保存するという運動が

おこる。つまり冒険小説のモチーフが「征服J であるのに対して，田園を
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描いた作品の特徴は「保存」なんです。既知のものを保存するという欲望

が強烈に出てくるのです。

冒険小説と農村文学の表裏一体の関係を見ないと， 1880年代から第一次

世界大戦までのイギリスの文学は見ていけないのではないかと思います。

従来1920年前後，つまり第一次世界大戦前後は，イギリスではジョイスが

出る，エリオットが出るという具合にモダニズムの時期とされてきまし

た。そしてモダニズムは都市文学であるという言い方がされました。その

一方で、，たとえばカルチュラル・スタディーズの元祖と言われ，現在たい

へん高い評価を受けているレイモンド・ウィリアムズの仕事のなかで，

『田舎と都会J という本があります。そのなかでは田舎と都会，つまりロ

ンドンの南の田舎とロンドンのような大都市をコントラストさせるという

枠で議論がおこなわれています。しかし，それだけでは世紀の末から世紀

のはじめにかけての文学状況はわからないのではないか。むしろ大英帝国

という枠をかけてみないと，イギリスの文学は理解できないのではない

か。もともとエリオットはアメリカから来た作家で，ニューオーリンズで

育ったわけです。エリオットが育った当時のニューオーリンズは，町のな

かにインディアンが平気で、入ってきたような時代です。この場合はネイテ

ィヴ・アメリカンとは呼ばずに，当時の言葉で「インディアン」と言った

ほうがいいでしょう。またパウンドにしても，アメリカの田舎から来た人

です。イエィツはアイルランドのド田舎から来た人です。こう考えると都

市と田舎という関係の他に， もつひとつイギリス以外の場所，それがたと

えアメリカであれ，当時は植民地であったアイルランドであれ，あるいは

大英帝国の他の土地であれ，そういうものを大きな枠としてかけていかな

いと，文学の実体が見えないのではないか。そしてこういう部分は，イギ

リスの学者にはたぶん見えないだろう，あるいは見たくないだろうと思い

ます。もしこれに気がつくとすると，ポスト・コロニアルの視点を持って

いる学者，たとえばインドの学者であり，アフリカの学者であり，あるい

はオーストラリア，ニュージーランドの学者ではないでしょうか。

こうした視点を持ったとき，サイードのオリエンタリズムという発想は
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やはり弱すぎる。サイードはイギリスと外の世界という視点を持っていま

す。しかしサイードにはイギリスの田舎という視点はありません。このア

イディアがどこまで通用するかは自信がありません一一一本当はあるんです

けれども，データを出さずに「自信がある」っていうのは図々しい文芸批

評家のやることですから，今日のところは自信がないと言っておきます

が，いろんな方にデータで検証して頂ければ，様々な問題が出てくるので

はないかと思います。

そういうことで，前のおふたりの先生，朝吹先生と松村先生のお話に対

して直接のコメントはしませんでしたが，私が最後ですから，話を結びつ

けるようにとさっき巽きんから命令がありました。ピエール・ロティにつ

いてはたとえばゴーギャンの話を持ち出すことができますし，サマセッ

ト・モームの『月と六ペンス』もからんでくるでしょう。またスティブン

スンが南太平洋に行っていますし，メルヴイルの『タイピー』や『オム

-j の話はすでにつけ加えておきました。ついでに申しますと，パランタ

インとスティヴンスンとパリーはいずれもスコットランドの人です。スコ

ットランドの人間はイギリスを外から見るという視点を持っています。も

っと正確にいうならば，イングランドを外から見るという視点を持ってい

るわけです。このよ 7 に並べていきますと，結構いろんな話が出てくると

思いますが，一応これで私の話を終わりにしたいと思います。

巽－

ありがとうございました。

ただいま富山先生が簡潔明瞭なまとめをして下きいましたが，ひとまず

一巡しましたので，まずパネリストの方に何かつけ加えるべきコメントが

あるかどうかお聞きしてから，フロアの方のご質問に移りたいと思いま

す。朝吹きん，何かございますでしょうか。

朝吹：

そうですね，私は特につけ加えることもないんですけれども，エキゾテ

ィスムと想像力の関係でひとつだけ現代に話を移すとですね，一九六O年

末から七0年代にかけて「テル・ケル」というグループがありました。き
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っきクリステヴ会アの話がでましたけれども，一緒に活躍していたソレルス

とかプレネとかドゥニ・ロシュという詩人がおりまして，彼らは一時期，

漢字や中国語を使って作品を書くということをやっていたわけなんです

ね。これは明らかに一種のエキゾティスムでありまして，彼らは当時は毛

沢東主義にかなり染まっておりました。その影響もあるわけですが，この

時代になってまでなお，一種の学問の衣裳をかぶりながらも，その衣を一

枚剥ぐとノスタルジーやエキゾティスムとあんまり変わらないような事態

が延々と起こっている。必ずしも僕は悪口で言っているわけではなくて，

作品としてはなかなか面白いのですが，現代にまでそういうかたちでエキ

ゾティスムが引きずられているのは面白い，と思ったことをつけ加えてお

きます。

巽：

松村さんはいかがですか。

松村：

つけ加えることがたくさんあって困っています。富山きんの最後の話が

たいへん興味深かったのですが，冒険小説の裏返しとしてのヴイレッジ，

コテージ，ホームへの欲望，そして1870～80年代の農村文学の登場という

ことと何か重なるようなかたちで，海洋冒険小説といってもいい『浮城物

語J と同じ年に宮崎湖処子の『帰省』（1890）という小説が出版きれてい

ます。これは湖処子が父親の一周忌に北九州の山中の田舎に帰った折の体

験をほぼ忠実に描いたもので，当時のベストセラーになりました。主人公

自身は東京に住んでいるわけですけれども，故郷の人々に東京はどういう

ところかと訊かれて，繰り返し東京の全否定をするんです。外側ばかりが

飾られていて中が腐っている墓のようなものだというようなことを言っ

て，様々な例をあげながら東京を否定します。その一方で、故郷を一種の楽

園としてユートピア化していくということがあるんです。さらにその故郷

から一層山中に入り込んだところにある母親の古里である佐田村という所

を訪れていく場面があります。この場面を描く章の最初に陶淵明の『桃花

源記J が引かれています。つまり桃源郷としてのイメージを母なる故郷は
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もっているんです。彼自身の故郷である三奈木村というのも，ある種の桃

源郷のイメージをもちますが，さらにその母親の故郷，「母なる故郷」と

いうところへ行きます。陶淵明，さらに老荘思想、といった中国の道教的な

世界，また「太古の村」という言い方もありますように，古代的な世界へ

遡行していくスタイルをとるわけです。しかしここで重要なのは，（そし

てこのあたりがイギリス文学の場合とどっ違うのか同じなのかが興味深い

ところですが）次の一節です。

帝国憲法は発布せられぬ，然れども渠等は明年の代議院が，此の不如

意の世界を如意の時世に変らしむことを想はぎるなり。（中略）斯か

る平和の郷の外，山静如太古とは何れの国ぞ，如何なれば我此郷を出

て，再び帰る能はざる乎，吾舟は如何なれば逆櫓なる子。悲しき哉我

既に知恵の果を食ひぬ。今は唯此郷の，挨固ならで挨田に近きが如

く，我も亦屡故郷に遊びて，幼き我ぞ追懐せんのみ。

この「知恵の果」というのは，当然，近代文明に触れたということでも

あるし，近代的自意識ということでもいいんですが，それに目覚めてしま

った人間は自分の故郷であってもそこには二度と帰れないわけです。帰れ

ない故郷，失って初めて発見しユートピア化されていく故郷という構造が

ここにあります。失う前にはそれは存在しておらず，失って初めて存在す

る。いわば目覚めて初めて発見される夢のようなかたちで故郷が見えてく

るわけです。同時代の紀行文などにも同じようなことが言えますし，国木

田独歩や幸田露伴のいくつかの作品にも共通してみられる風景と言えま

す。あるいは柳田国男の民俗学にもそうした側面がある。

それと直接重ねるわけではないんですが，南米の作家であるカルペンテ

イエールに『失われた足跡』（1953）という，主人公がインディオの世界

に入っていく物語があります。ニューヨークで作曲家をしている人物が，

古代インカの失われた楽器を探索しにインディオの村に向かいます。オリ

ノコ川の上流が想定きれているらしいんですけれども，そこでロサリオと

いう女性と出会い愛し合います。彼にはニューヨークに妻がいます。やが

て彼はその村に行き着いて楽器を発見するのですが，そこにしばらく滞在
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して作曲を始めると，紙とぺンが無くて困るんですね。たまたまそこに彼

を捜しに飛行機が来ると，ロサリオの冷たい眼差しを振り切って紙とぺン

を取りにニューヨーク戻ります。そしてもう一度インディオの村に戻ろう

とするんですが，そのときには川が増水していて村に入り込む入口が見あ

たらなかったという，『桃花源記』と同じ構造をもっ典型的な異界遡行語

です。その中で，主人公がロサリオと出会ったときのことが次のように語

られています。

彼女とわたしの間にそびえていたのは，酒瓶だけではなかった。それ

は私が読んだ，そして彼女は何も知らない千冊に及ぶ本であった。

（中略）そのひずみと禁忌を伴ったある文化の全体が，地球は丸いと

いう概念も持たず，世界地図上の図の配置に対するイメージさえ持た

ない女から，わたしを引き離していたのだ（牛島信明訳）。

また，もはや村に行き着けないことを知ったときに主人公は「書くとい

うことが何の役にもたたないあそこで，来る日も来る日も熱っぽく書いて

いたわたしに向けられた彼女の不思議そ 7 な眼差しが思い出きれた。新し

い世界は，分析される前に，まず住まれなければならないJ と思うんです

ね。ここでも，西洋的知性によって古代的領域が発見されると同時に，西

洋的知性それ自体がそこから排除され疎外きれていくという共通項を見い

だすことができるかもしれません。

ここでようやく泉鏡花にたどり着くんですけれども，先ほど，地図の無

効な世界に入り込んでいった旅僧の物語として『高野聖』をあげました

が，これも非常によく似た異界訪問謂ではあるわけです。しかしカルペ

ンティエールや宮崎湖処子と明らかに違つのは，ひと言で言ってしまえ

ば，泉鏡花はいわゆる近代知識人ではないという点だろうと思います。つ

まり知識によってある種の世界から排除きれているという構造が，鏡花の

場合は見られない。たとえば『高野聖』のなかに，この世の始まりである

同時にこの世の終わりでもあるょっな幻想、の光景を飛騨山中で見て，それ

を一種のイニシエーションとして旅僧が山中の異界に入っていく場面があ

ります。その異界にやはりひとりの女がいます。カルペンティエールでい
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えばロサリオにあたる女がいて，この女は人間を動物に変えるという魔力

をもった魔女なんですね。その女から谷川の水を浴びせられているうちに

旅僧は陶然となります。前田愛氏はこれを胎内幻想，つまり母親の胎内の

幻想だといっています。そしてその夜，女の寝所の周囲に無数の動物たち

が集まってくる。要するにこれは，個体発生の時間を遡る物語であると同

時に，系統発生の進化の過程を遡る物語でもあるといえます。つまり『高

野聖J の山中他界というのは，人間と動物の境界が無化されてしまうよう

な領域なんですね。この領域は一見，宮崎湖処子のいう，失われたアダム

とイブの遺風を残すような，あるいは原始のときに近い故郷の領域，ある

いはカルペンティエールのインディオの領域と近いようではあるけれど

も，カルペンティエールや宮崎湖処子が西洋的知性を背景として発見して

いったものとは何か違うものが，そこにはあるような気がします。

鏡花が，人間と自然がほとんど差異化きれない領域をひとつの世界像と

してもっていたということもありますし，また鏡花は『たそがれの味』と

いうエッセイで，自分は一種の境界領域を描きたいんだということを言っ

ています。そこでサイードに結びつけるのはあまりにも強引なんですが，

サイードが，地理的な発想、，つまり分節・差異化というようなやり方とは

違う，世俗的概念というかたちで言っていたものは，サイードのなかでは

知識人と結び、つくもののようですけれども，そうではない，つまり非知識

人としての泉鏡花的な世界像がもう一方にあるのではないかという気がし

ます。これは私自身の今の所の関心で，鏡花の通俗小説と幻想小説はどの

ように結びつき得るのか，その聞をつなぐ論理がどこかにあるのではない

かということを考えています。その問題に結びつけすぎたかもしれません

が，西洋的オリエンタリズムとは異質なところで見いだされていくもうひ

とつの風景として，鏡花の作品を，いわば差異として最後に掲げておきた

いと思います。

巽：

富山さん，何かございますでしょうか。

富山．
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鏡花に近い作家は，この時期イギリスにはもちろんいないと思います

が，エキゾティックなものの一番極の場所に女’性的なものがあって，それ

を探求する旅あるいは冒険といつことに設定できるわけで，それを描いた

のがライダー・ハガートの『岩窟の女王J という作品です。ここでライダ

ー・ハガートの名前をあげましたのは，ハガートは『ソロモン王の洞窟J

など典型的な冒険小説を書いて有名なるのですが，彼はのちにサーの称号

をもらいます。つまり，ナイトになるわけですが，そのきっかけとなった

のは冒険小説を書いたからではなくて，二巻本の大きな農村の探訪記を書

いたことが理由になっています。アフリカを舞台にして冒険小説を書いた

ライダー・ハカ、、ートは，のちに世紀の末から 20世紀はじめのイギリスの農

村風景のルポルタージュをすることになるのです。このライダー・ハガー

トの動きを見ていますと，さきほど申し上げた仮説が必ずしも素っ頓狂な

ものではないことを理解して頂けると思います。

もうひとつつけ加えたいのは，さきほどヴFイレッジ，コテッジ，ホーム

と，それに関する神話があると申し上げました。これはいわゆる田園回帰

というのではなくて，イギリスの場合むしろ「ホームの発見」と言った方

がいいと思います。しかし，このままで終わるとあまりにもうまく神話が

成立しますので， もうひとつ申し上げておきますと，実はこの時期に実際

には農村が崩壊していくわけです。実際問題として，歴史の事実として，

この時期の農村は疲弊を窮めるわけです。つまり 1870年代以降，経済的に

ドイ、ソ，アメリカに追いつかれますし，たとえば肉などが冷凍船によって

オーストラリアから入ってきたりするようになりますので，イギリスの農

村は壊滅的なダメージを受けていた。現実の農村は大きく変貌していくの

です。そうしたことについてのルポルタージュはたくさんあります。そと

り名前をあげますと，この時期にはジョゼフ・アーチという人物がおりま

すが，彼は農業労働者，つまり日雇いの労働者だ、った人です。刈り入れの

時期にはある農場で働いて，終わるとまた別の農場に働きにいく， という

農業労働者たちの労働組合は極めて作りにくいんですね。それを初めて組

織したのがこのジョゼフ・アーチで，後に国会議員になります。彼のよう
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な人物の存在と活躍を調べてみると分かつてくるのですが，農村は経済的

にたいへんな危機に瀕していた。その時期にヴイレッジ，コテッジ，ホー

ムという神話が発見きれるわけです。そのことを考えていくと，エキゾテ

ィックなものを中和化するメカニズムとしてのホームというもの事態が，

ある種のディスプレイスメントを受けるというところまで話を引っ張って

いけるだろうと思います。

巽：

たいへん面白い結末になったと思いますが，フロアの皆様からご質問，

コメントなどございましたらいただきたいと思います。

安東伸介

昨年のシンポジアムと同様に私もずいぶん勉強させてもらいました。で

すからコメントというよりも一言お礼を申したいという気持ちで立った次

第です。

福j畢諭吉の『世界国尽J という初期の極めて啓蒙的な著作があります。

これには世界の風俗，土地，建築物，人物などの木版画がのっておりま

す。多分ヨーロッパで出た銅版画が参考になっていると思います。かなり

正確に写そうとしたのでしょうが，これがどうも日本的になっているんで

すね。さきほどお話に出た『ミカ凡など，向こうの人が描くとおよそ日

本とは思われないような絵が出来上るという話がありましたが，あれほど

ではありませんけれども，やはり微妙に日本化きれている。人聞の顔もジ

ャパナイズきれているという印象です。ところが，この本の絵はその当時

の年少の読者にとっては一一一おそらく女性も読んでいたでしょうけれども

一一一ひじようにエキゾティックなものだっただろうと思うんです。あの時

代一一幕末・明治初期の時代ですから。

ところが福津という人物には，まったくエキゾティックな趣味はありま

せんね。ですからエキゾティックというのは思想の問題というよりも，先

ず感性の問題である。無論，エキゾティシズムは感性だけの問題で，思想、

とは無関係だなどと言うのではありませんが，先ず趣味的なところや衣食
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住の世界に現れると思うんです。ですから福津というひとはヨーロッパの

ものを紹介しましたけれども，思想家として焦眉の急の問題であるヨーロ

ツパの文明を考えた人て1 およそエキゾティックな趣味のなかった人だと

思います。ところが福津先生のお子きん方は，エキゾティックな趣味の

方々が多いようですね。趣味，感性，生活の形態においてそういう人たち

が多い。これはお弟子たちもそうでしたね。朝吹きんの御祖父様などは極

めてエキゾティックな方だったと思いますし，池田成彬きんのお住まいな

んか見てもそうですね。とうていいま時の「洋風」などとはスケールが違

います。慶謄義塾の赤煉瓦の建物は，旧図書館のほかにもうひとつ戦災で

焼けましたが，今の西校舎のところに大ホールというのがありました。こ

の赤煉瓦建築といつのは西欧の19世紀のゴシック・リヴFァイウゃアルの趣味

を模した見本のようなものです。ゴシック・リヴ、ァイヴFアルは，一面にお

いてやはりエキゾティックな趣味に通じるものなんですが，これは異国の

ものではなくて自分の世界の歴史的なs懐古であって，歴史的或いは時間的

エキゾティシズムといつべきものかもしれません。エキゾティシズムは空

間的だけではなく時間的にも働くものですから。塾の旧図書館は，いわば

空間的・時間的な二種類のエキゾティシズム合体の象徴です。たまたま私

は明日は学会で京都に参りますけれども，京都に参りますと上賀茂の「成

田」という漬物屋に行ったり，祇園に必ず生きます。あれは紛れもなく日

本の，過去の世界です。私にとっては自分のアイデンティティを取り戻す

ための，ほとんどエキゾティックな経験なんです。エキゾティシズムの根

本には常にロマンティックな衝動といつものがあります。固定した思想や

情念の枠組を破って個人のアイデンティティを取り戻そうとするわけで

す。先ほどお話のあったイギリスのコテッジもそうですね。昔の日本の豪

農の屋敷なども今ではもっほとんどエキゾティックな感じがします。

私が子供の時分にエキゾティックなものは何であったか考えてみます

と，もう文学では西欧のものがエキゾティックに感じられるということは

ありませんでした。それは鴎外の時代でしたら，ヨーロッパの文学が翻訳

されて日本に紹介されますと，おそらくエキゾティックなものとして読ま
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れることもあったかもしれません。しかし大正末期や昭和になると，なに

が西洋なのか，なにが日本なのかがほとんどわからなくなってしまった。

これは小林秀雄きんが『故郷を失った文学J で指摘されていることです。

けれども衣食住のなかではエキゾティックな感じのものはまだありまし

た。例えば私の子供時代，今思えばあれがエキゾティックな経，験だったん

だなと思うのは，川上澄生きんの版画ですね。これは南蛮趣味からきてお

りますから。芹沢俊介きんの版画もそうですね。こういった人たちの版画

を子供のときに見て，今その時の印象を表現するなら，やはりエキゾティ

ックな経験だ、ったと言ってよいと思います。

ところが， 日本人がヨーロッパを写しますと微妙に日本化する。逆に西

欧人が日本を写すと微妙に西欧化するといつことがあります。けれどもそ

れがひじようにうまく融合して，新しい世界を作った例というのは，私が

イギリスと日本の例で知る限り，陶器の世界だけですね。バーナード・リ

ーチと柳宗悦とそのスクールのひとたちが作った世界です。リーチはイギ

リスに帰るとイギリス的になり， 日本に来ると日本的になりました。浜田

庄司きんなどの陶工の人たちも随分イギリス的なものを造りましたけれど

も，最終的にはエキゾティックといっ趣味上・感性上の問題を超えたひと

つのユニークな美学を創り出したのではないかなどということを，お話を

うかがいながら考えた次第です。いろいろ教えていただいて，ありがとう

ございました。

巽：

安東先生，ありがとっございました。かなり長丁場になってしまいまし

たが，これで「エキゾティシズム一一帝国と文学j のシンポジウムを終わ

らせていただきます。皆様ご静聴ありがとうございました。
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